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簡易操作説明書

L00-FMG60xxx-05-00-00-en-050

※ 実際はカ タ カナで表示されます。

本書の内容
本書では、 放射線式一体型伝送器 Gammapilot M （HART によ る 4-20 mA 通信タ イプ） の設置と
コ ミ ッ シ ョ ニング方法について説明し ます。
Gammapilot M は標準的な測定タ ス ク に必要なすべての機能を備えています。
また、 測定点の最適化と測定値の変換のための追加機能も備えています。 これらの追加機能につ
いては本書では説明し ません。

機器の全機能の概要が 「資料」 に記載されています。

機器の全機能の詳細説明は、 取扱説明書 『Gammapilot M 機能説明書』 （BA00287F） に記載されて
います。 これは付属の CD-ROM に収められています。
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1 安全注意事項

1.1 用途

Gammapilot M は非接触でのレベル、 レベル上下限、 密度および濃度測定用の一体型伝送器です。
Gammapilot M 1 台の測定範囲は最大 2 m （6.6 ft） です。 複数の Gammapilot M をカスケード接続
する こ と でサイ ズに関係な く 、 広範な測定範囲を実現でき ます。 レベル リ ミ ッ ト 検知に使用する
場合、Gammapilot M は SIL 2/3 までの安全に関わる操作を対象 とする IEC 61508 に基づいて認定
されています。

1.2 設置、 コ ミ ッ シ ョ ニング、 操作

Gammapilot M はフ ェールセーフであ り 、最先端の技術を使用し て設計されています。現行の安全
基準および EC 指令に準拠し ています。 ただし、 設置を誤った り 、 本来の目的でない用途に使用
し た り する と、 誤った使用方法、 設置等によ り オーバーフ ロー等の危険が生じ る可能性があ り ま
す。 し たがって、 本製品の設置、 電気接続、 ス ター ト ア ッ プ、 操作、 および保守は、 訓練を受け、
システムオペレータから権限を与え られた専門家だけが実行する必要があ り ます。 技術者は事前
にこの取扱説明書を読んで理解し、それに従 う 必要があ り ます。本製品の改造または修理作業は、
本取扱説明書で明示的に許可されている場合にのみ行 う こ と ができ ます。

1.3 危険場所

防爆対応機器には、 本取扱説明書に 「防爆資料」 が添付されています。 この資料に指示されてい
る設置手順および記載されている定格は必ず厳格に遵守し なければな り ません。

• 作業従事者は必ず全員が有資格者であ る こ と。
• 証明書の記載事項を確認し、 国や地域の法令を遵守する こ と。

注意!

冷却水が凍結するとディテクタまたは水冷ジャケットが破損する恐れがあります。
‣ 水冷ジャ ケ ッ ト を空にするか、 凍結防止対策を し て く ださい。

警告!

証明書のバージョンに応じて、関連の安全注意事項に従ってください（→82 ページ）。

警告!

パイプと端子部を接続している 3 つのボルト
は決して外さないでください。

A0018068
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1.4 放射線防護

Gammapilot M は、線源容器に入れて放射性線源 と と もに使用し ます。放射性線源を取 り 扱 う と き
は、 次の指示に従 う 必要があ り ます。

1.4.1 放射線防護に関する基本規定

警告!

放射性線源を取り扱うときは、不要な被曝をすべて防止する必要があります。避けることのでき
ない被曝はすべて可能な限り低く抑える必要があります。そのために 3 つの方法を使用します。

A0016373

A 遮蔽

B 時間

C 距離

遮蔽

放射性線源と操作員およびその他の個人と の間にでき る限 り 効果的な遮蔽を設置し ます。 効果的
な遮蔽は線源容器 （FQG60、 FQG61/FQG62、 FQG63、 QG2000） およびすべての高密度材質 （鉛、
鉄、 コ ン ク リ ー ト ） によ って得られます。

注意!

線源容器を扱う際は、以下の文書に概説されている取付、使用に関する注意事項をすべて遵守し
てください。

時間

被曝区域での滞在時間を可能な限 り 短 く し て く ださい。

距離

放射性線源からでき るだけ長 く 距離を と り ます。 場所ご と の放射線強度は放射性線源からの距離
の平方根と し て減少し ます。

A B C

線源容器 ドキュメント

FQG60 TI00445F

FQG61、 FQG62 TI00435F

FQG63 TI00446F

QG2000 TI00346F

BA00223F
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1.5 シンボル

1.5.1 安全シンボル

1.5.2 電気シンボル

1.5.3 工具シンボル

シンボル 内容

A0011189-JP

危険
危険な状況警告する シンボルです。 この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た

り 、 大けがを し た り するほか、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

A0011190-JP

警告
危険な状況警告する シンボルです。 この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大

けが、 爆発、 火災の恐れがあ り ます。

A0011191-JP

注意
危険な状況警告する シンボルです。 この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物

的損害の恐れがあ り ます。

A0011192-JP

注記
人身傷害につながら ない、 手順やその他の事象に関する情報を示すシンボルです。

シンボル 内容

A0018338

アース端子
オペレータに関する限 り 、 接地システムを用いて接地されたアース端子

A0018339

保護アース端子
その他の接続を行 う 前に、 接地接続する必要のあ る端子

シンボル 内容

A0011221

六角レ ンチ
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1.5.4 特定情報に関するシンボル

1.5.5 図中のシンボル

シンボル 内容

A0011182

許可
許可された手順、 プロセス、 動作であ る こ と を示し ます。

A0011183

推奨
推奨の手順、 プロセス、 動作であ る こ と を示し ます。

A0011184

禁止
禁止された手順、 プロセス、 動作であ る こ と を示し ます。

A0011193

ヒント
追加情報を示し ます。

A0015484

ページ参照
対応するページ番号の参照指示

、 、 ... 一連の手順

シンボル 内容

1, 2, 3, 4, ... 項目番号

、 、 ... 一連の手順

A, B, C, D, ... 断面図

A0011187

危険場所
危険場所を示し ます。

A0011188

安全区域（非危険場所）
非防爆区域を示し ます。

-

.
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2 各部の名称

2.1 Gammapilot M の各部

1. 端子部ハウ ジング

2. マウ ン ト カ ラー

3. 検出器パイプ

4. 測定範囲マーク

5. 端子室 2

6. 端子室 1

7. 補助銘板

8. セン タ リ ング ノ ブ

9. 製品の銘板

10. 冷却水接続口

11. 照射ウ ィ ン ド ウのマーキン
グ （コ リ メ ータ付きバー
ジ ョ ンのみ）

12. 水冷ジャ ケ ッ ト の電位平衡
端子

A0018069

A 水冷ジ ャ ケ ッ ト な しの Gammapilot M
B 水冷ジ ャ ケ ッ ト 付きの Gammapilot M
C コ リ メ ータ付きの Gammapilot M

1

2

3

6

5

8

4

4

9

7

4

4

10

10

A B/C

12

11

C
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2.2 銘板

2.3 納入範囲

• 指定された仕様の機器 （取扱説明書を含む）
• Endress+Hauser 製操作プロ グ ラ ム （付属 CD-ROM に収録）
• 注文されたア ク セサ リ

2.4 付属ド キュ メ ン ト

2.4.1 取扱説明書 （BA00236F）

Gammapilot M （通信タ イプ 4 ～ 20 mA HART） の設置およびコ ミ ッ シ ョ ニングについて説明し て
います。
標準的な測定タ ス ク に必要な操作 メ ニューの機能が掲載されています。 その他の機能については
『Gammapilot M 機能説明書』 （BA00287F） に記載されています。

2.4.2 『Gammapilot M 機能説明書』 （BA00287F）

Gammapilot M のすべての機能に関する詳細な説明が掲載されてお り 、あ らゆる接続オプシ ョ ンに
該当し ます。 この ド キ ュ メ ン ト の PDF フ ァ イルバージ ョ ンが付属の CD-ROM に収録されていま
す。 また、 イ ン ターネ ッ ト の "www.jp.endress.com" から ダウ ン ロードする こ と も でき ます （ ダ
ウ ン ロード）。

2.4.3 安全注意事項

認定機器バージ ョ ンには追加安全マニュ アル （XA、 ZE、 ZD） が付属し ています。 各機器バージ ョ
ンに該当する安全マニュ アル名については型式銘板を参照し て く ださい。
認証と認定の概要は、 技術仕様書 （TI00363F） の 「認証と認定」 の章に記載されています。

機器の銘板

A0018070

1 オーダーコー ド （注文情報ご と に定義）
2 シ リ アルナンバー
3 測定範囲
4 電源
5 出力信号
6 最大周囲温度

補助銘板（例）

A0018070

7 証明書番号
8 機器のグループおよび分類
9 保護のタ イプ

10 安全に関する補足情報の参照先 
11 追加証明書 （WHG （ ド イ ツ連邦水管理法）、

SIL など） の参照先
12 接続ケーブルに必要な耐熱性 （水冷ジ ャ ケ ッ ト 付き

バージ ョ ンのみ）

Ser.-No.:

Order Code:

IP 66/67

Gammapilot M

Made in Germany, D-79689 Maulburg

L= mm

Dat.  xx.xx 2
5

0
0

0
1

8
2

8
-

-

TYPE 4X / 6 Encl.

Ta-40°C °C

1
2

3

4

5
6

0
0

0
0

0
0

-
-

KEMA 04 ATEX

11

10

7
8 9

0
0

0
0

0
0

-
-

11

10

T Ta + 20 K

T Ta + 20 K

0
0
4
4
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2.5 認証と認定

CE マーク、適合宣言
Gammapilot M 本体は最新の安全基準を満たすべ く 設計され、試験を経て安全に動作する状態で出
荷されています。 機器は EC 適合宣言に記載された基準および法令について考慮し、 EC 指令の
法定要件を満た し ています。 Endress+Hauser は Gammapilot M 本体に CE マーク を貼付し、 適合
試験合格を認証し ています。

2.6 登録商標

HART®

HART Communication Foundation, Austin, USA の登録商標。

ToF®

Endress+Hauser GmbH+Co. KG, Maulburg, Germany の登録商標。
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3 設置

3.1 製品の受入、 搬送、 保管

3.1.1 受入

箱の外装、 内容物をチェ ッ ク し て、 損傷がないこ と を確認し て く ださい。
製品がご注文通 り のものか、 不足品がないかを確認し て く ださい。

3.1.2 搬送

注意!

18 kg（39.69 lbs）を超える Gammapilot M 本体については、安全指示と搬送条件に十分注意して
ください。

3.1.3 保管

保管に際し ては、 Gammapilot M 本体が衝撃から保護される よ う に梱包し て く ださい。
工場出荷時の梱包材料を使用される事が最良です。
保管時の許容温度範囲は次の とお り です。
• -40 ～ +50 ℃ （-40 ～ +122 °F） （PVT シンチレータ付き機器）
• -40 ～ +60 ℃ （-40 ～ +140 °F） （NaI ク リ ス タル仕様の機器）
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3.2 設置要領

3.2.1 寸法、 質量

Gammapilot M （水冷ジャケ ッ ト な し） 

A0018072

Gammapilot M （水冷ジャケ ッ ト またはコ リ メ ータ付き）

A0018073

タイプ
測定長 A 
[mm (in)]

水冷ジャケットなし 水冷ジャケット付き

全長 
B [mm (in)]

質量
[kg (lbs)]1)

1) 上記は、 SUS 316L 相当仕様の質量データです。 アル ミ ニウ ム仕様は、 これよ り  5.3 kg （11.69 lbs） 軽

く な り ます。

全長 
B [mm (in)]

質量
水なし

[kg (lbs)])

質量
水あり

[kg (lbs)]）

NaI 50 （1.97） 621 （24.4） 14 （30.87） 631 （24.8） 18 （39.69） 20 （44.10）

コ リ メ ータ付き NaI 50 （1.97） 663 （26.1） 35 （77.18）   

PVT 200 （7.87） 780 （30.7） 15 （33.08） 790 （31.1） 20 （44.10） 24 （52.92）

PVT 400 （15.7） 980 （38.6） 16 （35.28） 990 （39） 23 （50.72） 29 （63.95）

PVT 800 （31.5） 1380 （54.3） 20 （44.10） 1390 （54.7） 31 （68.36） 40 （88.20）

PVT 1200 （47.5） 1780 （70.1） 24 （52.92） 1790 （70.5） 37 （81.59） 50 （110.25）

PVT 1600 （63） 2180 （85.8） 28 （61.74） 2190 （86.2） 45 （99.23） 61 （134.51）

PVT 2000 （7.87） 2580 （102） 31 （68.36） 2590 （102） 51 （112.46） 72 （158.76）

1
6

0
x
1

9
0

(6
.3

x
7

.4
8

)

ø
1

2
0

(4
.7

2
)

ø
8

0

(3
.1

5
)537 (22.6)

mm (in)

A

B

1
6

0
x
1

9
0

(6
.3

x
7

.4
8

)

537 (22.6) A

B

164 (6.46)

mm (in)

12 (0.47)

ø
1

4
0

(5
.5

1
)
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3.2.2 連続レベル測定の設置

コンディション

• 連続レベル測定では Gammapilot M を垂直に設置し ます。 可能な場合は、 デ ィ テ ク タの端子箱
部を下方に向けて取 り 付けて く ださい。

• 線源容器の照射口は、 Gammapilot M の測定範囲に応じ た放射角度に設定されています。
Gammapilot M の測定範囲マーク を参照 く ださい｡

• カス ケード モード ではそれぞれの Gammapilot M の測定範囲間に隙間ができ ないよ う に設置し
て く ださい。

• 線源容器と Gammapilot M は容器の壁面のなるべ く 近 く に設置する必要があ り ます。 線源容器
と Gammapilot M 間の照射範囲に人体（手、腕、頭）が入ら ないよ う に防護柵を設置し て く ださい｡

• Gammapilot M の寿命をでき るだけ延ばすために直射日光を避けて設置する よ う に し て く だ さ
い｡ 
必要に応じ て保護カバーを使用し て く ださい。

• 取付デバイ ス FHG60 （→ 72 ページ、 「ア ク セサ リ 」） など、 Gammapilot M を固定するブラ ケ ッ
ト を必ず使用する よ う にし て く ださい。
マウ ン ト 機器はあ ら ゆる動作条件 （振動など） で Gammapilot M1) の質量に耐え られる よ う に取
り 付ける必要があ り ます。

注記

Gammapilot M にサポートを追加し、落下時に接続ケーブル、ユニットの損傷を防止してくださ
い。

例

A0018074

A 縦置き直胴タ ン ク では Gammapilot M を鉛直に、 デ ィ テ ク タの端子箱部が下方を向 く よ う に取 り 付けます。
ガンマ線の照射範囲が測定範囲に適合する よ う に線源容器の取付向き を決めます。

B 複数の Gammapilot M のカ ス ケー ド モー ド によ る測定ではデ ィ テ ク タ同士の測定範囲間に隙間ができ ないよ う に設置
し ます。

C 誤 ： タ ン ク保温材内部に Gammapilot M が取 り 付け られています。
D 円錐形タ ン ク排出口 （日除けカバー付き）
E 枕タ ン ク （日除けカバー付き）
F 正 ： Gammapilot M のため、 タ ン ク保温材が取 り 除かれています。

1 サポー ト

1) Gammapilot M の各バージ ョ ンの質量は 「寸法、 質量」 セ ク シ ョ ンに記載されています。

A

D

B C

E F

1
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3.2.3 上下限検知の設置条件

コ ンデ ィ シ ョ ン

• レベル上下限検知では、 目的のレベル と同じ高さ に Gammapilot M を水平に設置し ます。
• 線源容器の照射口は、 Gammapilot M の測定範囲に応じ た放射角度に設定されています。

Gammapilot M の測定範囲マーク を参照 く ださい｡
• 線源容器と Gammapilot M は容器の壁面のなるべ く 近 く に設置する必要があ り ます。 線源容器

と Gammapilot M 間の照射範囲に人体（手、腕、頭）が入ら ないよ う に防護柵を設置し て く ださい｡
• Gammapilot M の寿命をでき るだけ延ばすために直射日光を避けて設置する よ う にし て く ださ

い｡ 必要に応じ て保護カバーを使用し て く ださい。

• 取付デバイ ス FHG60 （→ 72 ページ、「ア ク セサ リ 」） など、Gammapilot M を固定するブラ ケ ッ

ト を必ず使用する よ う にし て く ださい。

取付デバイ スは予想される あ ら ゆる動作条件で、 Gammapilot M2) の質量に耐え られる よ う に取

り 付ける必要があ り ます。

安全機能と し て使用される Gammapilot M の詳細については、 機能安全マニュ アル 
SD00230F および SD00324F を参照し て く ださい。

例

A0018075

A 上限フ ェ イルセーフモー ド

B 下限レベルス イ ッ チ

2) Gammapilot M の各バージ ョ ンの質量は 「寸法、 質量」 セ ク シ ョ ンに記載されています。

A B
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3.2.4 密度 ・ 濃度測定の設置

コ ンデ ィ シ ョ ン

• 鉛直パイプにおける密度と濃度測定に関し ては、 測定対象を下方から上方へ流れる位置に設置
し て く ださい｡

• 水平パイプにしか設置でき ない場合は、 気泡や沈殿物の影響が最小限 と なる場所に設置し て く
ださい｡

• Endress+Hauser 製の取付デバイ ス （→ 72 ページ、「ア ク セサ リ 」） など、線源容器と Gammapilot
M を配管に固定する機器を必ず使用し て く ださい。 取付デバイ スは、 あ らゆる動作条件で線源
容器3) と  Gammapilot M4) の質量に耐え られる よ う に取 り 付けて く ださい。

• サンプ リ ングポイ ン ト は測定点から 20 m （66 ft） 以内でなければな り ません。
• 密度測定位置と パイプの屈曲部の距離が 3 x パイプ径以上 と なる よ う に設置し、 ポンプの場合

は 10 x パイプ径以上と な る よ う に設置し て く ださ い。

設定と計測システム

線源容器と Gammapilot M の設定は、 パイプ口径 （または測定パスの長さ） と測定範囲によ って
決ま り ます。 これら 2 つのパラ メ ータ によ って測定効果 （パルス レー ト の変化幅） が決ま り ま
す。 測定効果は測定対象物を透過する長さ が長ければ増加し、 そのため、 小口径のパイプの測定
に関し ては取付け時に照射角度をつけるか、 測定部を長 く し て設置し ます｡

計測シ ス テ ム の設定につい て は、 Endress+Hauser の営業部門にお問い合わせい た だ く か、
"Applicator"  5) 設定ソ フ ト ウ ェ アを使用し て く ださい。

A0018076

A 直角照射 （90°）
B 照射角度 （30°）
C 測定部

1 サンプ リ ングポ イ ン ト

注記

全般
‣ 密度測定の精度を高める ため、 コ リ メ ータの使用を推奨し ます。 コ リ メ ータは環境放射線か

らデ ィ テ ク タ を遮蔽し ます。
‣ 計画の際、 計測システムの総質量を考慮に入れる必要があ り ます。
‣ Gammapilot M にサポー ト を追加し、 転倒や接続ケーブルの損傷を防止し て く ださい。
‣ 取付デバイスや測定部はアクセサリとして用意されています（→ 72 ページ、「アクセサリ」）。

3) 線源容器の質量は、 TI00445F （FQG60）、 TI00435F （FQG61、 FQG62）、 TI00446F （FQG63）、 TI00346F （QG2000） の各技術仕様書に記載

されています。

4) Gammapilot M の各バージ ョ ンの質量は 「寸法、 質量」 セ ク シ ョ ンに記載されています。

5) "Applicator" は、 Endress+Hauser 営業所も し く は販売代理店から入手でき ます。

A B C

1
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3.2.5 空パイプ検知

A0018077

1 Gammapilot M

2 モニ タ リ ングデ ィ テ ク タ FTG20 または FMG60

3 PLC

空パイプ検知のため FMG60 に FTG20 または FMG60 を取付け

作業プロセスの結果、 パイプが空になる とデ ィ テ ク タ側の放射線が危険なレベルに達する こ と が
あ り ます。
• こ のよ う な場合、 放射線防護のため、 直ぐに照射チャネルを閉じ る必要があ り ます。
• 現地の線量が高い場合もデ ィ テ ク タ （シンチレータ、 光電子増倍管） が急速に劣化し ます。

こ う し た状況を避ける最良の手段は第二の放射線計測システムを設け、 放射線強度を監視する こ
と です。 放射線のレベルが高 く なる と、 ア ラーム出力や空気圧によ る線源容器の自動オフを行い
ます。

1

2

3
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3.3 水冷ジャケ ッ ト

水冷ジ ャ ケ ッ ト 付きの Gammapilot M の仕様は下記の通 り です｡
• 材質 ： SUS 316L 相当
• 水冷ジ ャ ケ ッ ト 接続 ： G 1/4 × 2 個、 DIN ISO228
• 冷却水の入口温度 ： 最大 40 ℃ （104 °F）
• 冷却水の出口温度 ： 最大 50 ℃ （122 °F） （温度モニタ を推奨）
• 水圧 ： 400 ～ 600 kPa （60 ～ 90 psi）

A0018078

A T <75 ℃ （167 °F）

B T <120 ℃ （248 °F）

注意!

冷却水が凍結するとディテクタまたは水冷ジャケットが破損する恐れがあります。
‣ 水冷ジャ ケ ッ ト を空にするか、 凍結防止対策を し て く ださい。

警告!

水冷システムは加圧されています。
‣ 加圧時にシ リ ンダのネジ （下図参照） を取 り 外さ ないで く ださい。

A0023205

1 シ リ ンダのネジ

A B

G1/4"AG1/4"A

*

1

注意!

水冷ジャケットを使用する場合は、以下の点に注
意してください。

‣ 付属のアース端子を使用し て水冷ジャ ケ ッ ト
を別個に接地する こ と を推奨し ます （上図参
照）。

‣ 端子箱部の周囲温度は 75 ℃ （167 °F） 以上に
な ら ないよ う にし て く ださい。 水冷ジャ ケ ッ
ト 仕様において も同じ許容値です｡

‣ パイプ と端子部を接続し ている 3つのボル ト は
決し て外さ ないで く ださい。

A0018068
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3.3.1 取付仕様

A0018079

A レベル測定の推奨取付位置 ： 端子箱部を下方向

B 上記の例外 （取付けスペースがない場合など） ： 端子箱部を上方向

C レベルス イ ッ チ、 密度測定の取付位置

注意!

水冷ジャケット内を冷却水で満たすため、必ず下方向を冷却水の入り口としてください｡

A B C
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3.3.2 水冷ジャケ ッ ト に必要な流量値

必須流速は次の条件によ って決ま り ます。
• 水冷ジ ャ ケ ッ ト 部の周囲温度
• 内部温度
• Gammapilot M の測定範囲

下表は一般的な流量値の例です。

周囲温度 TA = 75 ℃（167 °F）

周囲温度 TA = 100 ℃（212 °F）

周囲温度 TA = 120 ℃（248 °F）

3.4 設置確認

本製品を設置し た後、 次の事項を確認し て く ださい。
• 機器に損傷がないか。 （目視検査）
• こ の機器は、 周囲温度、 測定範囲などの測定点仕様に対応し ているか。
• 該当する場合 ： 測定点番号と標識は正しいか。 （目視検査）
• 機器が直射日光から十分保護されているか。
• ケーブルグ ラ ン ド は正し く 締め付け られてるか。

内部温度
℃（°F）

測定範囲 [mm (in)]

50
（1.97）

200
（7.87）

400
（15.7）

800
（31.5）

1200
（47.2）

1600
（63）

2000
（78.7）

20 （68） 30 l/h 30 l/h 30 l/h 41 l/h 55 l/h 70 l/h 84 l/h

25 （77） 30 l/h 30 l/h 30 l/h 45 l/h 61 l/h 77 l/h 93 l/h

30 （86） 30 l/h 30 l/h 33 l/h 50 l/h 68 l/h 86 l/h 104 l/h

35 （95） 30 l/h 30 l/h 38 l/h 59 l/h 80 l/h 101 l/h 122 l/h

40 （104） 30 l/h 30 l/h 47 l/h 72 l/h 98 l/h 124 l/h 149 l/h

内部温度
℃（°F）

測定範囲 [mm (in)]

50
（1.97）

200
（7.87）

400
（15.7）

800
（31.5）

1200
（47.2）

1600
（63）

2000
（78.7）

20 （68） 30 l/h 30 l/h 38 l/h 59 l/h 80 l/h 101 l/h 122 l/h

25 （77） 30 l/h 30 l/h 42 l/h 64 l/h 87 l/h 110 l/h 133 l/h

30 （86） 30 l/h 30 l/h 47 l/h 73 l/h 98 l/h 124 l/h 150 l/h

35 （95） 30 l/h 30 l/h 54 l/h 84 l/h 113 l/h 143 l/h 173 l/h

40 （104） 33 l/h 33 l/h 66 l/h 101 l/h 137 l/h 173 l/h 210 l/h

内部温度
℃（°F）

測定範囲 [mm (in)]

50
（1.97）

200
（7.87）

400
（15.7）

800
（31.5）

1200
（47.2）

1600
（63）

2000
（78.7）

20 （68） 30 l/h 30 l/h 45 l/h 70 l/h 94 l/h 119 l/h 144 l/h

25 （77） 30 l/h 30 l/h 50 l/h 77 l/h 104 l/h 131 l/h 158 l/h

30 （86） 30 l/h 30 l/h 55 l/h 85 l/h 115 l/h 146 l/h 176 l/h

35 （95） 32 l/h 32 l/h 64 l/h 98 l/h 133 l/h 168 l/h 203 l/h

40 （104） 38 l/h 38 l/h 75 l/h 116 l/h 157 l/h 199 l/h 240 l/h
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4 配線

4.1 端子室

4.2 電線管接続口

注記

電線管接続口
‣ 納入時には、ケーブルグ ラ ン ド が各端子室に 1 つだけあ り ます。それ以上のケーブルグ ラ ン ド

が必要な場合 （カ スケード モード など） は、 ユーザ側で用意し ていただ く 必要があ り ます。
‣ 接続ケーブルはハウ ジングから離し て、 下側か ら引込み、 湿気が端子部に侵入する こ と を防

止し ます。 それ以外の場合、 排水用のループを設けるか、 Gammapilot M に雨よけのカバーを
取付けます。

Gammapilot M には 2 つの端子室があ り ます。

• 端子室 1
– 電源
– 出力信号用 （型式によ る）

• 端子室 2
– 出力信号用 （型式によ る）
– PT100 入力用 （4 線）
– カ スケード モード用パルス入力
– カ スケード モード用パルス出力
– 表示器付き操作モジュール FHX40

（または VU331） 用

注記

機器仕様に応じて、信号出力の端子部は端子室 1 
または 2 に配置されます。

最大ケーブル長

• カ スケード接続用 ： 各 20 m （66 ft）
• PT-100 用 ： 2 m （6.6 ft） （温度は密度測定位置か

らでき るだけ近い位置で測定）

A0018082

1

2

ネジ と接続部の仕様は Gammapilot M の型式によ って
決ま り ます。 下記の様な仕様があ り ます｡

• ケーブルグ ラ ン ド M20x1.5
締め付け径 （ク ラ ンプレ ンジ） ：
7.0 ～ 10.5 mm

• ネジ M20x1.5
• ネジ G1/2
• ネジ NPT1/2
• M12 コネ ク タ （「Fieldbus コネ ク タ」 を参照）
• 7/8" コネ ク タ （「Fieldbus コネ ク タ」 を参照）

さ らに、 Gammapilot M には、 分離型の表示器付き操
作ユニ ッ ト  FHX40 の接続用ソ ケ ッ ト があ り ます。
Gammapilot M のハウジングを開ける こ と な く 、
FHX40 は接続でき ます。

A0018083

1 端子室 2 の電線管接続口

2 FHX40 用ソ ケ ッ ト

3 端子室 1 の電線管接続口

1 2 3
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4.3 端子割付け

端子室 1

A0018084

1 AC 90 ～ 253 V、 DC 18 ～ 36 V

端子室 2

A0018085

1

14 15

2 (3)

L1
L+

N
L- + -

(4)

1

0

9

3

+ + +

5 7

10

4

- - -

6

11 12 13

SIM WP

PT100

IN  CASCADE OUT

OFF
ON

8

)
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端子番号 内容

0 シール ド用接地端子1)

1) ケーブル断面積 1 mm2 （17 AWG） 以上

1, 2 電源2)

2) ケーブル断面積 最大 2.5 mm2 （14 AWG）

端子室 2：
3、 4

端子室 1：
（3） 1、 （4） 1

出力信号、 通信タ イプによ る出力信号 ：

• 4 ～ 20 mA HART

• PROFIBUS PA

• FOUNDATION フ ィ ール ド バス

（注文し た機器バージ ョ ンに応じ て、 信号出力は端子部 1 または 2 に配置されます。

以下を参照し て く ださい）

注記

フィールドバスプラグコネクタ（M12 または 7/8"）仕様の Gammapilot M の場合は、
納入時に信号出力が端子室 2 に配線され、フィールドバスプラグコネクタに接続され
ています（次の「Fieldbus コネクタ」セクションを参照）。この場合、信号線を接続す
る際にハウジングカバーを開ける必要がありません。

5, 6 パルス入力 （カスケード モード用、 ス レーブおよびス レーブに使用）

7, 8 パルス出力 （カスケード モード用、 マス タおよびエン ド ス レーブに使用）

9, 10, 11, 12 PT100 入力用 （4 線）

13 表示器付き操作モジ ュール VU331 （ユニ ッ ト は FHX40） 用 ；

VU331 モジュールは FHX40 用の表示器です。

14 アース端子 )

15 シール ド用接地端子 )

端子 14 または 15 には、端子 1 および 2 のケーブル と断面積が同じ ケーブルを使用する必
要があ り ます。
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4.4 Fieldbus コネク タ

フ ィ ール ド バスプラ グ コネ ク タ M12 または 7/8" 仕様の場合は、 信号線を接続する ためにハウジ
ングを開 く 必要があ り ません。

4.4.1 M12 コネク タのピン配列 

4.4.2 7/8" コネク タのピン配列

注文情報の仕様コード 30：
電源配線 / 出力配線

端子室

供給電圧 出力信号

A 非防爆 / 非防爆 1 2

A0018082

B Ex e/Ex ia 1 2

C Ex e/Ex e 1 1

D Ex d （XP） /Ex d （XP） 1 1

E Ex d （XP） /Ex ia （IS） 1 2

F 粉塵防爆 / 粉塵防爆 1 1

G Ex e、 粉塵防爆 /Ex e、 粉塵防爆 1 1

H Ex d、 粉塵防爆 /Ex d、 粉塵防爆 1 1

J Ex e、 粉塵防爆 /Ex ia、 粉塵防爆 1 2

K Ex d、 粉塵防爆 /Ex ia、 粉塵防爆 1 2

L 粉塵防爆 /Ex ia 1 2

A0011175

PIN 内容

1 +

2 未使用

3 -

4 アース

A0011176

PIN 内容

1 -

2 +

3 シール ド

4 未使用

1

2

21

34

2

1

4

3



配線 Gammapilot M FMG60 HART

24 Endress+Hauser

4.5 電位平衡

配線を行う前に、等電位線を伝送器の外部接
地端子に接続し て く ださい。 水冷ジ ャ ケ ッ ト
があ る場合は、 これを別個に等電位線に接続
する必要があ り ます。

注意!

Ex アプリケーションの場合は、機器のセンサ
側のみを接地してください。その他の安全注
意事項については、危険場所アプリケーショ
ン用の別紙資料を参照してください。

注記

最適な電磁適合性を得るために、等電位線は
ケーブル断面積が最低 2.5 mm2（14 AWG）
で、できる限り短くなるようにします。

A0018086

*
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4.6 端子室 1 での配線

注意!

接続作業を始める前に次の点に注意してください。
‣ 本製品を危険場所で使用する と きは国の基準を遵守し、 安全注意事項に記載の指示 （XA） に

従 う 必要があ り ます。 必ず指定のケーブルグ ラ ン ド を使用し て く ださい。
‣ 供給電圧は型式銘板に記載されたデータに従 う 必要があ り ます。
‣ 本製品の接続作業を始める前に電源のス イ ッチを切 り ます。
‣ 本製品の接続作業を始める前に、 本製品の外部接地端子 と水冷ジ ャ ケ ッ ト の接地端子 （水冷

ジャ ケ ッ ト 付き仕様の場合）に等電位接続線を接続し ます（「電位平衡」を参照、→ 24 ページ）。
‣ 保安アース を保安アース端子に接続し ます （「端子室」 を参照、 → 20 ページ）。
‣ 本製品には IEC/EN 61010 に準拠し た適切な電源ス イ ッチが必要です。
‣ 供給電圧および過電圧カテゴ リ ーに従ってケーブルを絶縁する必要があ り ます。
‣ 接続ケーブルには周囲温度に適合する耐熱性が必要です。

手順

3 mm 六角レ ンチを使用し て端子部カバー
のク ラ ンプを緩めます。

端子室のカバーを反時計回 り に回し、 取 り
外し ます。

電源ケーブル （必要に応じ て信号ケーブル
も） を適切なケーブルグ ラ ン ド またはケー
ブル固定ネジに通し ます。

端子割当図に従って配線し ます。

ケーブルグ ラ ン ド またはケーブル固定ネジ
を締め付けます。

端子室のカバーを時計回 り に回し、 し っか
り と締めます。

ク ラ ンプをハウジングカバーの上に置き、
締め付けます。

A0019826

1

L1
L+

N
L- + -
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4.7 端子室 2 での配線

注意!

接続作業を始める前に次の点に注意してください。
‣ 本製品の接続作業を始める前に、 本製品の接地端子 と 水冷ジ ャ ケ ッ ト の接地端子 （水冷ジ ャ

ケ ッ ト 付き仕様の場合） に等電位接続線を接続し ます （「電位平衡」、 → 24 ページ）。
‣ 供給電圧および過電圧カテゴ リ ーに従ってケーブルを絶縁する必要があ り ます。
‣ 接続ケーブルには周囲温度に適合する耐熱性が必要です。

手順

端子室のカバーを反時計回 り に回し、 取 り
外し ます。

以下のケーブルを適切なケーブルグ ラ ン ド
またはケーブル固定ネジに通し ます。
- 信号ケーブル （信号出力が端子室 2 に

配置される場合）
- PT-100 ケーブル （使用する場合）
- カ スケード ケーブル （必要に応じ て

入力 / 出力）

端子割当図に従って配線し ます。

ケーブルグ ラ ン ド またはケーブル固定ネジ
を締め付けます。

端子室のカバーを時計回 り に回し、 し っか
り と締めます。

A0018927

+ -

PT100

IN  CASCADE OUT

SIM WP

OFF
ON

3 4 5 6 7 8

9 10 11 12
+   -       -    +

0

13

2
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4.8 デ ィ スプレ イ付き操作ユニ ッ ト  FHX40 の接続

一部の粉塵防爆仕様の Gammapilot M では、FHX40 コネ ク タが金属ス リ ーブで保護されています。

六角レ ンチでス リ ーブを緩めて取 り 外し ます。

デ ィ スプレ イ付き操作ユニ ッ ト  FHX40 を接続し ます。

ス リ ーブを取 り 付けて六角レ ンチで締め付けます。

A0018090

デ ィ スプレ イ付き操作ユニ ッ ト FHX40 がア ク
セサ リ と し て利用可能です。 FHX40 は付属
ケーブルによ り  Gammapilot M の FHX40 コネ ク
タに接続されます。 そのためには 
Gammapilot M のハウジングを開ける必要があ
り ません。

A0018089

1 Gammapilot M FMG60
2 デ ィ スプレ イ付き操作ユニ ッ ト  FHX40 のケーブル

2

1
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4.9 カスケー ド モー ド での配線

A0018091

A 電源 （AC 90 ～ 253 V または DC 18 ～ 36 V）

B ジ ャ ン ク シ ョ ンボ ッ ク ス
M マス ター
S ス レーブ

E エン ド ス レーブ

注記

IEC/EN 61010 に準拠した電源スイッチの位置については、2 つのオプションがあります。
‣ 電源側 （すべての伝送器に対し て 1 つのス イ ッチ）
‣ 伝送器側 （伝送器ご と に個別のス イ ッチ）

警告!

危険場所での用途では、マルチドロップ操作用の HART 信号回路の相互接続は禁止されていま
す。
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4.10 レベル上下限検知用 200/400 mm の接続例

出力信号は測定対象に覆われていない状態 （0%） と測定対象に覆われている状態 （100%） で リ ニ
ア と な り ます （4 ～ 20mA を出力）。 こ の信号を制御システムに伝送し ます。 出力 リ レーが必要な
場合、 下記の Endress+Hauser 製のプロセス変換器の使用が可能です。
• RTA421 ： 非防爆アプ リ ケーシ ョ ン用、 WHG 認証取得、 SIL 認証な し
• RMA42 ： 防爆アプ リ ケーシ ョ ン用、 WHG および SIL 認証取得

A0018092

A RTA421 ス イ ッ チングユニ ッ ト と の接続 1 Gammapilot M
B プロセス制御システム と の接続 2 4 ～ 20 mA
C RMA42 ス イ ッ チングユニ ッ ト と の接続 3 RTA421
D 危険場所に設置する場合、 4 信号処理システム

該当する安全注意事項を遵守し て く だ さい。 5 RMA42

4.10.1 RMA42 に関連する Ex アプ リ ケーシ ョ ン

以下の安全注意事項を遵守し て く ださい。
• Gammapilot M 用 ATEX II 2 (1) G ： XA00303F
• Gammapilot M 用 ATEX II 2 (1) D ： XA00304F
• RMA42 用 ATEX II (1) G [Ex ia] IIC、 ATEX II (1) D [Ex ia] IIIC ： XA00095R

4.10.2 RMA42 と組み合わされた Gammapilot M FMG60 の SIL アプ リ ケー
シ ョ ン （レベルスイ ッ チ 200/400 mm PVT シンチレータ）

• Gammapilot M は IEC 61508 準拠の SIL2/3 に適合し ます。 以下を参照し て く ださい。
– 機能安全マニュ アル SD00230F （上限レベルス イ ッチ）
– 機能安全マニュ アル SD00324F （下限レベルス イ ッチ）

• RMA42 は IEC 61508:2010 （Edition 2.0） 準拠の SIL2 に適合し ます。
機能安全マニュ アル SD00025R を参照し て く ださ い。
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4.11 固形分流の測定

Endress+Hauser の 「Gammapilot M」 のよ う な密度測定機器と接続する と、プロマグ 55S でも質量、
体積、 容量について、 固形分の流量を判断する こ と が可能です。 このためには、 プロマグ 55S に
以下の注文情報が必要です。
ソ フ ト ウ ェア機能 「固形分流」 （F-CHIP） と電流入力の注文コード

A0018093

密度、 流量測定機器によ る固形分流測定 （m）。 固形分の密度 （S） と搬送液体の密度 （C） が既知の場合、 固形分流量を

計算する こ と が可能です。

1 流量計 （プロマグ 55S） 体積流量（V）。固形分密度（S） と搬送液体の密度（C） も伝送器に入力する必要があ り ます。

2 密度計 （例 ： 「Gammapilot M」）  総密度 M （搬送液体 と固形分）

4.12 配線状況の確認

本製品を接続し た後、 次のチェ ッ ク を行って く ださい。
• 保護アースは接続されているか。
• 等電位線は接続されているか。
• 端子の割付けは正しいか。
• ケーブルグ ラ ン ド と ダ ミ ープラ グはし っか り 締められているか。
• Fieldbus コネ ク タ と FHX40 コネ ク タはし っか り 固定されているか。
• 端子箱カバーはし っか り 締められているか。
• 粉塵防爆機器の場合 ： FHX40 ソ ケ ッ ト の保護ス リ ーブは正し く 取 り 付け られているか。
• 端子室 1 のカバーはク ラ ンプでし っか り と固定されているか。

警告!

Gammapilot M は端子室 1 のカバーがしっかりと閉じられている場合にのみ操作できます。

�C

�S

1

2

�M

m

V
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5 操作

5.1 操作オプシ ョ ンの概要

5.1.1 4 ～ 20mA HART プロ ト コル

A0018095

1 PLC （プロ グ ラ マブルロ ジ ッ ク コ ン ト ローラ） 5 Gammapilot M
2 操作ツール （例 ： FieldCare） 搭載のコ ン ピ ュータ 6 Field Xpert SFX100
3 ToF アダプタ FXA291 付き Commubox FXA291 7 VIATOR Bluetooth モデム （接続ケーブル付き）
4 FHX40 8 Commubox FXA195 （USB）

電源ユニ ッ ト に HART 通信抵抗器が組み込まれていない場合は、 2 線の配線に 250  の通信抵
抗を取 り 付ける必要があ り ます。

サービスインターフェイスによる操作

• 表示器付き操作ユニ ッ ト  FHX40 を使用
• パソ コ ン、 ToF アダプタ FXA291 （USB） 付き Commubox FXA291、 操作プロ グ ラ ム 

「FieldCare」 で操作でき ます。 FieldCare は、 Endress+Hauser 製機器用のグ ラ フ ィ カル操作ソ フ
ト ウ ェ アです。 設定、 データ取得、 信号解析、 測定点ご と の ド キ ュ メ ン ト データ作成をアシ
ス ト し ます。

HART による操作

• Field Xpert SFX100 を使用
• Commubox FXA195 および操作プロ グ ラ ム 「FieldCare」 を使用

4

5
8

2 2

3

7 6

1
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5.2 デ ィ スプレ イの操作

5.2.1 デ ィ スプレ イ付き操作ユニ ッ ト

表示 / 操作用の LCD モジ ュール VU331 は、 リ モー ト 表示部付き操作ユニ ッ ト  FHX40 内にあ り
ます。 FHX40 ののぞき窓から測定値を読み取る こ と ができ ます。 この機器を操作するには、 4 本
のネジを外し て FHX40 を開ける必要があ り ます。

A0018096

1 Gammapilot M

2 FHX40

3 操作モジ ュール VU331

ディスプレイ付き操作モジュール VU331

A0018097

1 操作キー 4 機能名

2 バーグ ラ フ 5 パラ メ ータ識別番号

3 シンボル

シンボル表示

下表は、 液晶デ ィ スプレ イ （LCD） に表示される シンボルの リ ス ト です。

1

2

3

ENDRESS + HAUSER

E+–

1

2

3

4 5

シンボル 内容

アラームシンボル
機器が、 ア ラーム状態になった時にこのシンボルが現れます。 も し、 このシンボルが点滅し

ている な らば、 これは危険 （Warning） を示し ます。

ロックシンボル
機器がロ ッ ク されている時、 つま り 入力が不可能な状態になっている時に このシンボルが 現

れます。

通信シンボル
機器が HART、 PROFIBUS PA、 FOUNDATION フ ィ ール ド バスなど を介し て通信中にこ の通信

シンボルが現れます。

シミュレーションスイッチイネーブル
FOUNDATION フ ィ ール ド バスでのシ ミ ュ レーシ ョ ンが DIP ス イ ッ チによ って有効になって

いる時にこのシンボルが現れます。
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各キーボタンの機能

各キー 内容

O または V 選択 リ ス ト の上方に向かって移動し ます。

機能の範囲内で数値を変更し ます。

S または W 選択 リ ス ト の下方に向かって移動し ます。

機能の範囲内で数値を変更し ます。

X または Z 機能グループ内の 1 つ手前に戻 り ます （1 つ左側に移動）。

F 機能グループ内の 1 つ先に進みます （1 つ右側に移動）。 決定ボ タ ン

O と  F 同時

も し く は

S と  F 同時

液晶デ ィ スプレ イ LCD のコ ン ト ラ ス ト 設定

O と  S と  F 同時

ハード ウ ェ ア－ロ ッ ク／ロ ッ ク解除。

ハード ウエアがロ ッ ク状態になる と、 表示デ ィ スプレ イ も し く は通信を介し て

の操作は不可能と な り ます。 表示デ ィ スプレ イ を介し てのみロ ッ ク解除が可能

です。

ロ ッ ク解除パラ メ ータ も表示デ ィ スプレ イ を介し て入力し なければな り ません。
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5.2.2 操作メ ニュー

機能コード

Gammapilot M の機能は操作 メ ニューに配置されています。メ ニュー内での操作を容易にする ため
に、 各機能に固有の位置コード が表示されます。 このコード は英字 1 文字 と数字 2 文字で構成さ
れています。

A0019876-EN

1 測定モー ド

2 機能グループ

3 機能

• 英字は Gammapilot M の現在の測定モード を示し ます。
– L ： レベル
– S ： 上下限 （ス イ ッチ）
– D ： 密度
– C ： 濃度
– * ： 測定モード未選択

• 最初の数字は機能グループを識別し ます。
– ｷﾎﾝｾｯﾃｲ *0
– ｺｳｾｲ *1
– ｱﾝｾﾞﾝｾｯﾃｲ *2
– ...

• 2 番目の数字は、 その機能グループに属する各機能の番号です。
ｷﾎﾝｾｯﾃｲ *0
– ｷｮｳﾉﾋﾂﾞｹ *01
– ﾋﾞｰﾑﾉｼｭﾙｲ *02
– ｱｲｿﾄｰﾌﾟ *03
– ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ *04
– ...

本書では以後、 機能位置番号を常に括弧に入れて機能名に続けて示し ます。 測定方法と し て、 「*」
（未選択） が常に表示されます （例 ： " ｷｮｳﾉﾋﾂﾞｹ "（*01））。

1 2 3
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現場ディスプレイ VU331 による操作

操作メニューの選択と設定

1. F を押し て測定値表示を グループ選択 に切 り 替えます。

2. S または O を押し て必要な 機能グループ を選択し、 F を押し ます。
ア ク テ ィ ブな選択項目の メ ニューテキス ト の前に 3 マーク が表示されます。

3. O または S を押し て編集モード を有効にし ます。
選択メニュー
a. S または O を使用し て選択し た機能で必要なパラ メ ータ を選択し ます。

b. F を押すと選択内容が確定し ます。 選択し たパラ メ ータの前に 3 が表示されます。

c. F を押すと編集し た値が確定し ます。 編集モード が終了し ます。

d. O と  S を同時に押すと選択操作が中断し、 編集モード が終了し ます。

数値およびテキストの入力
a. 数値 / テキス ト の最初の文字を編集するには、 O または S を押し ます。

b. F を押すと カーソルが次の文字に移動し ます。 入力が完了する まで a. を継続し ます。

c. カーソル位置に  シンボルが表示される場合は、 F を押し て、 入力し た値を受け入れま
す。 編集モード が終了し ます。

d. カーソル位置に  シンボルが表示される場合は、 F を押し て前の文字に戻 り ます
（入力修正などのため）。

e. O と  S を同時に押すと選択操作が中断し、 編集モード が終了し ます。

4. F を押し て次の機能を選択し ます。

5. O と  S を同時に 1 回押すと、 前の機能に戻 り ます。
O と  S を同時に 2 回押すと、 グループセレクションに戻 り ます。

6. O と  S を同時に押す と 測定値表示に戻 り ます。

ｷﾎﾝｾｯﾃｲ ｷｮｳﾉﾋﾂﾞｹ ｱｲｿﾄｰﾌﾟ グループセレク
ションに戻る

ｺｳｾｲ 3 137 Cs

ｱﾝｾﾞﾝｾｯﾃｲ  60Co

ｵﾝﾄﾞﾎｾｲ ｶﾞｲﾄｳﾅｼ

ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ

...

>3 s

E S C E S C

S S

2x
E S C

S

E S C

S

F

ENDRESS + HAUSER

E+–

S

F F

S
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5.3 その他の操作オプシ ョ ン

現場操作の他に、 測定機器をパラ メ ータ設定し て、 HART プロ ト コルを使用し て測定値を表示す
る こ と も でき ます。 以下の 2 つの操作オプシ ョ ンから選択でき ます。
• 汎用ハン ドヘル ド操作ユニ ッ ト  Field Xpert SFX100 によ る操作
• 操作プロ グ ラ ム FieldCare を使用し たパーソナルコ ンピ ュータ （PC） によ る操作

注記

キーを使用してローカルで機器を操作することもできます。ローカルでロックされたキーにより
操作が禁止されている場合、通信によるパラメータ入力も実行できなくなります。

5.3.1 Field Xpert SFX100 による操作

HART 電流出力または FOUNDATION フ ィ ール ド バス を介し て、 パラ メ ータの リ モー ト 設定や測
定値の監視を可能にする、 コ ンパク ト でフ レキシブル、 かつ堅牢な工業用ハン ド ヘル ド ター ミ ナ
ルです。 詳細については、 取扱説明書 BA00060S を参照し て く ださい。

5.3.2 FieldCare 操作プログラム

FieldCare は FDT テ ク ノ ロ ジーに準拠し た Endress+Hauser の資産管理ツールです。 FieldCare に
よ り  Endress+Hauser 製機器のみな らず FDT 規格をサポー ト する他社製機器の構成も可能です。
ハード ウ ェアおよびソ フ ト ウ ェアの要件については、 イ ン ターネ ッ ト でご確認 く ださい。
www.endress.com  国を選択  テキス ト 検索 ： FieldCare  FieldCare  技術情報

FieldCare は以下の機能をサポー ト し ます。
• オン ラ イ ンでの機器調整
• 機器データのロード、 セーブ （ア ッ プロード / ダウ ン ロード）
• 測定点の ド キ ュ メ ン ト の作成

接続オプシ ョ ン ：
• Commubox FXA195 と  PC の USB ポー ト を介し た HART 通信
• ToF アダプタ FXA291 付き Commubox FXA291、 サービ ス イ ン ターフ ェ イ ス を使用
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5.4 ロ ッ ク / ロ ッ ク解除の設定

5.4.1 ソ フ ト ウ ェ アセキュ リ テ ィ ロ ッ ク

" ｼﾝﾀﾞﾝ "（*A）機能グループの " ﾛｯｸｶｲｼﾞｮﾊﾟﾗﾒｰﾀ "（*A4）に 100 以外の値を入力し ます。

 シンボルがデ ィ スプレ イに表示されます。 それ以上の入力ができ な く な り ます。

パラ メ ータ を変更し よ う とする と、 " ﾛｯｸｶｲｼﾞｮﾊﾟﾗﾒｰﾀ "（*A4） 機能が表示されます。
"100" と入力し ます。 これでパラ メ ータ を変更でき ます。

5.4.2 ハー ド ウ ェ アセキュ リ テ ィ ロ ッ ク

S、 O、 F を同時に押し ます。 それ以上の入力ができ な く な り ます。
パラ メ ータ を変更し よ う とする と、 次の メ ッ セージが表示されます。

S、 O、 F を同時に押し ます。 " ﾛｯｸｶｲｼﾞｮﾊﾟﾗﾒｰﾀ "（*A4） 機能が表示されます。
"100" と入力し ます。 これでパラ メ ータ を変更でき ます。

注記

ハード ウ ェア ロ ッ クは、デ ィ スプレ イ を介し てのみ解除する こ と ができ ます。 解除するには、
O、 S、 F キーを同時に押し ます。 ハード ウ ェ ア ロ ッ ク を通信で解除する こ と はできません。

5.5 デフ ォル ト 設定へのリ セ ッ ト

履歴が不明な Gammapilot M 本体を使用する と きには、 ユーザパラ メ ータの リ セ ッ ト を推奨し ま
す。 リ セ ッ ト の影響
• すべてのユーザパラ メ ータがデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト されます。
• リ ニア ラ イゼーシ ョ ンは " リニア "  に切 り 替わ り ますが、 テーブル内の数値は保持されます。

テーブルは " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "（*4） 機能グループの " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "（*40/*46） 機能で再度オンにで
き ます。

リ セ ッ ト を実行するには、" ｼﾝﾀﾞﾝ "（*A） 機能グループの " ﾘｾｯﾄ "（*A3） 機能で "333" と入力し ます。

注意!

リセットは測定上の機能的障害につながることがあります。一般に、リセット後には基本校正を
行う必要があります。リセット後、校正データはすべて削除されます。測定を再度実施するには、
校正を完全に行う必要があります。

注記

各パラメータのデフォルト値は「資料」のメニュー概要に太字で示されています。

現場表示部

ﾛｯｸｶｲｼﾞｮﾊﾟﾗﾒｰﾀ 0A4

ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾛｯｸ
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6 コ ミ ッ シ ョ ニング
注記

この章では、操作モジュール VU331（ディスプレイ付き操作ユニット FHX40 内に装備）による
Gammapilot M のコミッショニングについて説明します。「FieldCare」または「Field Xpert SFX100」
を使用したコミッショニングも同様の手順を実行します。操作プログラム「FieldCare」の詳細に
ついては、Field Xpert SFX100 に付属の取扱説明書 BA00027S または BA00060S を参照してくだ
さい。

6.1 校正 ： 概要 

使用する機能の詳細は、 以下のセ ク シ ョ ンに記載されています。 
 → 40 ページ、 「基本設定」
 → 46 ページ、 「レベル測定および上下限検知の校正」
 → 61 ページ、 「密度および濃度測定の校正」
 → 69 ページ、 「密度測定 / 温度補正の校正」

機器の電源投入

→ 39 ページ、

「本体への電源投入」 を参照

基本設定

→ 40 ページ、 「基本設定」 を参照

レベル測定および
レベル上下限検知の校正

密度および濃度測定の校正 密度測定 / 温度補正の校正

→ 46 ページ、 「レベル測定および

上下限検知の校正」 を参照

→ 61 ページ、 「密度および濃度測

定の校正」 を参照

→ 69 ページ、 「密度測定 / 温度補

正の校正」 を参照

追加設定

『Gammapilot M 機能説明書』

（BA00287F） を参照
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6.2 本体への電源投入

注記

エラーメッセージ A165「電子部品が故障」および A635「現在の日付が未定義」
Gammapilot M は、 減衰補正用の リ アルタ イ ム ク ロ ッ ク を 2 つ搭載し てお り 、 これらが永続的に
相互比較を行 う こ と で安全性を確保し ます。 停電に対応する ために、 ク ロ ッ クはコ ンデンサを搭
載し ています。 停電時にも ク ロ ッ ク が正常に動作し、 日付を保持でき る よ う に、 このコ ンデンサ
には最低限の容量を充電し てお く 必要があ り ます。 A165 「電子部品が故障」 または A635 「現在
の日付が未定義」 のエラー メ ッ セージが Gammapilot M の電源投入後に表示された場合、 コ ンデ
ンサが十分に充電 さ れていない可能性があ り ます。 こ の場合、 コ ンデンサを充電する ために、
Gammapilot M を動作電圧で 20 ～ 30 分以上動作させる必要があ り ます。 その後、 正しい日付を
入力し ます。 それでも まだエラー メ ッ セージが表示される場合は、Gammapilot M の電源を切断し
てから再投入する と、 メ ッ セージが表示されな く な り ます。

供給電圧をオンにする と、 最初に機器が初期化されます。 内部 メ モ リ ーのテス ト のため、 初期化
には約 2 分かか り ます。

現場表示部 内容

FMG60 そのあ と 、 次の メ ッ セージが約 5 秒間表示されます。

• 機器タ イプ

• ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン

• 通信信号のタ イプ

V01.03.06 HART

初回の電源投入時には表示テキス ト の言語の選択を求めら

れます。

ｹﾞﾝｺﾞ 092 O キーと  S キーで言語を選択し ます。

F を 2 回押し て選択内容を確認し ます。
3 ｴｲｺﾞ

ﾌﾗﾝｽｺﾞ

ｽﾍﾟｲﾝｺﾞ

その後、 測定値デ ィ スプレ イが表示されます。 これで基本

設定と 校正ができ る よ う にな り ます。

F を押し てグループセレ ク シ ョ ンに切 り 替えます。

ｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾚｸｼｮﾝ 再度 F を押し て " ｷﾎﾝｾｯﾃｲ " 機能グループの最初の機能を

表示し ます。
3 ｷﾎﾝｾｯﾃｲ

ｺｳｾｲ

ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ
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6.3 基本設定

6.3.1 " キ ョ ウ ノ ヒ ヅケ " （*01）

6.3.2 " ビーム ノ シュルイ " （*02）

6.3.3 " アイ ソ ト ープ " （*03）

現場表示部 内容

ｷｮｳﾉﾋﾂﾞｹ *01 基本設定の日付と時刻はこの機能で指定し ます。 これらの

値は、 入力後にそれぞれ "E" を押し て確定する必要があ り

ます。
17.11.04 10:30

dd.mm.yy hh:mm

現場表示部 内容

ﾋﾞｰﾑﾉｼｭﾙｲ *02 この機能を使用し、 線源が継続的に放射するか、 （ガンマグ

ラ フ ィ ー抑制のため） 放射線の変調 （モデュ レーシ ョ ン）

を行 う かを指定し ます。

• 標準 / 連続 （恒常的、 継続的放射）

• 振動式 （放射線を変調）

3 ﾋｮｳ ./ ﾚﾝｿﾞｸ

ｼﾝﾄﾞｳｼｷ

現場表示部 内容

ｱｲｿﾄｰﾌﾟ *03 この機能は、 測定に使用する同位元素を指定するために使

用し ます。 Gammapilot M では減衰補正のために この情報が

必要です。
3 137 Cs

60 Co

ｶﾞｲﾄｳﾅｼ
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6.3.4 " オペレーテ ィ ングモー ド " （*04）

注記

この選択は 1 回だけ行うことができ、その後は自動的にロックされます。Gammapilot M のリセッ
ト（" ﾘｾｯﾄ "（*A3））機能によってのみ再びロック解除できます。

A0018107

A 1 台の Gammapilot M の測定範囲は最大 2 m （6.6 ft）、 これよ り 大きい測定範囲については、必要に応じ て複数

の Gammapilot M を接続可能 （カ ス ケード モード ）。 ソ フ ト ウ ェ アで各機器を以下のよ う に設定し ます。

B マス タ

C ス レーブ （1 台または複数） または

D エン ド ス レーブ

1 4 ～ 20 mA HART、 PROFIBUS PA、 FOUNDATION フ ィ ール ド バス

オプション / 表示：
• ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ：Gammapilot M を単独の測定器 と し て使用する場合はこのオプシ ョ ンを選択し ます。
• ﾏｽﾀｰ：Gammapilot M をカ スケード チェーンの先頭に配置する場合はこのオプシ ョ ンを選択し ま

す。 マス ターは接続されている ス レーブからパルス を受信し、 自身のパルス を加算し て、 その
合計から測定値を計算し ます。

• ｽﾚｰﾌﾞ ： Gammapilot M をカ スケード チェーンの中間に配置する場合はこのオプシ ョ ンを選択し
ます。 ス レーブは追加の接続ス レーブまたはエン ド ス レーブからパルス を受信し、 自身のパル
ス を加算し て、 その合計を次の測定器 （マス ターま たはス レーブ） に送信し ます。 こ のオプ
シ ョ ンを選択する と、 基本設定が完了し ます。 複数の伝送器をカス ケード接続する と きは、 マ
ス ターだけでさ らに校正を行います。

• ｴﾝﾄﾞｽﾚｰﾌﾞ ： Gammapilot M をカ スケード チェーンの末尾に配置する場合はこのオプシ ョ ンを選
択し ます。 エン ド ス レーブは別の測定器からパルス を受信し ませんが、 自身のパルス を次の測
定器 （マス ターまたはス レーブ） に送信し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 基本設定が完
了し ます。複数の伝送器をカ スケード接続する と きは、マス ターだけでさ らに校正を行います。

• ｾｯﾃｲﾅｼ ： 動作モード がまだ選択されていない場合に表示されます。 基本設定を継続するにはこ
の選択を行 う 必要があ り ます。

注記

" ｽﾚｰﾌﾞ " または " ｴﾝﾄﾞｽﾚｰﾌﾞ " が「FieldCare」に接続されている場合は、この機器の測定値ではな
く、パルスレートがヘッダーに表示されます。

現場表示部 内容

ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ *04 この機能は、 Gammapilot M 使用時の動作モード を指定する

ために使用し ます。
3 ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ

ﾏｽﾀｰ

ｽﾚｰﾌﾞ

A

B
1

C

D
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6.3.5 " ソ ク テイモー ド " （*05）

その他のオプション：
• レベル測定 （連続）
• レベルス イ ッチ
• 密度測定 （必要に応じ て温度補正を実行）
• 濃度測定 （密度測定後に リ ニア ラ イゼーシ ョ ン）

注記

この選択は 1 回だけ行うことができ、その後は自動的にロックされます。Gammapilot M のリセッ
ト（" ﾘｾｯﾄ "（*A3））機能によってのみ再びロック解除できます。

A0018108

A レベル測定 （連続）  密度

B レベル上下限検知 E 濃度
C 密度測定 （必要に応じ て温度補正を実行）

D 濃度測定 （密度測定後に リ ニア ラ イゼーシ ョ ン）

現場表示部 内容

ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ *05 この機能は、 測定モード を選択するために使用し ます。

3 ﾚﾍﾞﾙ

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ

ﾐﾂﾄﾞ

A B

C D

�

E
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6.3.6 " ミ ツ ド タ ン イ " （*06）

その他のオプション：
• g/cm3
• g/l
• lb/gal; [1g/cm3 = 8.345 lb/gal]
• lb/ft3; [1g/cm3 = 62,428 lb/ft3]
• °Brix; [1°Brix = 270 （1 - 1/x） ]
• °Baumé; [1°Baumé = 144.3 （1 - 1/x） ]
• °API; [1°API = 131.5 （1.076/x - 1） ]
• °Twaddell; [1°Twaddell = 200 （x-1） ]

"x" は g/cm3 を単位とする密度。 数式はこ の密度に対応する度数を算出し ます。

6.3.7 " サイシ ョ ウ ミ ツ ド " （*07）

6.3.8 " サイダイ ミ ツ ド " （*08）

6.3.9 " ハイ カ ン コウケイ タ ン イ " （*09）

現場表示部 内容

ﾐﾂﾄﾞﾀﾝｲ *06 この機能は密度測定および濃度測定のみに必要です。 密度

の単位を選択する ために使用し ます。
3 g/cm3

g/l

lb/gal

現場表示部 内容

MIN. ﾐﾂﾄﾞ *07 この機能は密度測定および濃度測定のみに必要です。 密度

レ ンジの下限を指定する ために使用し ます。

この密度では電流値が 4 mA と な り ます。
0.9500 g/cm³

現場表示部 内容

MAX. ﾐﾂﾄﾞ *08 この機能は密度測定および濃度測定のみに必要です。 密度

レ ンジの上限を指定する ために使用し ます。

この密度では電流値が 20 mA と な り ます。
1.2500 g/cm³

現場表示部 内容

ﾊｲｶﾝｺｳｹｲ ﾀﾝｲ *09 この機能は密度測定および濃度測定のみに必要です。 パイ

プ直径を選択する ために使用し ます。

1 イ ンチ = 25.4 mm

3 mm

inch
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6.3.10 " ハイ カ ン コウケイ " （*0A）

A0018109

" ﾊｲｶﾝｺｳｹｲ " （*0A） 機能では常に完全な照射測定パス （L） を指定し て く だ さ い。 設置方法によ っては、 こ の値が実際の

パイプ直径よ り 大き く な る場合があ り ます。

現場表示部 内容

ﾊｲｶﾝｺｳｹｲ *0A この機能は密度測定および濃度測定のみに必要です。 照射

測定パス L  を指定する ために使用し ます。 標準の設置方法

では、 この値はパイプ内径 DI と同じにな り ます。 その他の

設置方法 （照射測定パス を長 く するため） では、 それよ り

大き く な る場合があ り ます （図参照）。 パイプ壁面は測定パ

スの一部と はみなされません。

200 mm

1

1

1

L

L

L

�D
I

� L
30° 2.0 x DI
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6.3.11 " シュ ツ リ ョ クセキブン " （*0B）

A0018110

1 レベルの変動 （または密度の変動）

2 測定値

値の範囲
1 ～ 999 s

デフォルト

デフ ォル ト は選択し た " ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ "（*05）によ って決ま り ます。

• レベル ： 6 s
• 上下限 ： 6 s
• 密度 ： 60 s
• 濃度 ： 60 s

積分時間の選択
積分時間の最適な値はプロセス条件によ って決ま り ます。 出力時間を長 く する と、 測定値がかな
り 落ち着き ますが、 落ち着 く までの時間も長 く な り ます。
流動の激しい液面や攪拌器の影響を小さ く し たい場合は、 積分時間を長 く する こ と をお勧めし ま
す。 一方、 測定値の急速な変動を正確に検知する必要があ る場合は、 長い積分時間を選択し ては
な り ません。

現場表示部 内容

ｼｭﾂﾘｮｸｾｷﾌﾞﾝ *0B この機能は、 測定値の変動の積分を行 う 出力積分  （秒単

位） を指定する ために使用し ます。

レベルまたは密度の変動が発生し てから、 新しい測定値に

達する までに 5 x  かか り ます。

60 s

5 x � t

L

1

2
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6.4 レベル測定および上下限検知の校正

6.4.1 基本原則

測定に必要な校正ポイ ン ト は " ｺｳｾｲ "（*1）機能グループで入力し ます。 各校正ポイ ン ト は、 レベ
ル と それに関連付け られたパルス レー ト で構成されます。

レベル測定の校正ポイ ン ト

A0018111

A バ ッ ク グ ラ ウ ン ド校正

B 満量校正

C 空校正

バッ ク グ ラ ウ ン ド校正

次の状況を指し ます。
• 照射がオフになっている。
• 容器が測定範囲内で可能な限 り 満た されている （100% が理想的）。

バッ ク グ ラ ウ ン ド校正は、Gammapilot M のマウ ン ト 位置における自然バッ ク グ ラ ウ ン ド照射を登
録する ために必要です。 こ のバ ッ ク グ ラ ウ ン ド 照射のパルス レー ト は、 測定さ れた他のパルス
レー ト から自動的に差し引かれます。 つま り 、 適用される線源から発せられるパルス レー ト だけ
が考慮されて表示されます。
適用される線源の照射と異な り 、 バッ ク グ ラ ウ ン ド照射は測定中ほぼ一定と な り ます。 し たがっ
て、 Gammapilot M の自動減衰補正の対象にはな り ません。

満量 （スパン） 校正

次の状況を指し ます。
• 照射がオンになっている。
• 容器が測定範囲内で可能な限 り 満た されている （100% が理想的、 最小 60%）。

校正時に容器が最低 60% 満た されていない場合は、 代わ り に照射をオフにし て満量 （スパン） 校
正を行 う こ と ができ ます。 これは 100% の充填をシ ミ ュ レー ト する方法です。 この場合、満量 （ス
パン） 校正はバッ ク グ ラ ウ ン ド校正と全 く 同じにな り ます。 バッ ク グ ラ ウ ン ド 照射のパルス レー
ト が自動的に差し引かれ、 表示されるパルス レー ト が約 0 cps と な り ます。

注記

このタイプのシミュレーション校正では、放射性を持つ測定物を使用することはできません。こ
の場合、バックグラウンド校正と満量校正は、容器が 100% 充填された状態で実行してください。

CBA

OFF ON ON
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空校正

次の状況を指し ます。
• 照射がオンになっている。
• 容器が測定範囲内で可能な限 り 空になっている （0% が理想的、 最大 40%）。

上下限検知の校正ポイ ン ト

A0018112

A バ ッ ク グ ラ ウ ン ド校正

B 測定対象あ り の校正

C 測定対象な しの校正

バッ ク グ ラ ウ ン ド校正

次の状況を指し ます。
• 照射がオフになっている。
• 可能な場合は、 照射パス を測定対象で完全に覆います。

バッ ク グ ラ ウ ン ド校正は、Gammapilot M のマウ ン ト 位置における自然バッ ク グ ラ ウ ン ド 照射を登
録する ために必要です。 こ のバ ッ ク グ ラ ウ ン ド 照射のパルス レー ト は、 測定さ れた他のパルス
レー ト から自動的に差し引かれます。 つま り 、 適用される線源から発せられるパルス レー ト だけ
が考慮されて表示されます。
適用される線源の照射と異な り 、 バッ ク グ ラ ウ ン ド照射は測定中ほぼ一定と な り ます。 し たがっ
て、 Gammapilot M の自動減衰補正の対象にはな り ません。

測定対象あ り の校正

次の状況を指し ます。
• 照射がオンになっている。
• 可能な場合は、 照射パス を測定対象で完全に覆います。

校正時に照射パス を完全に覆 う こ と ができ ない場合は、 変わ り に照射をオフにし て測定対象あ り
の校正を行 う こ と ができ ます。 これは完全に覆われた状態をシ ミ ュ レー ト する方法です。 この場
合、 測定対象あ り の校正はバッ ク グ ラ ウ ン ド校正と全 く 同じ と な り ます。 バッ ク グ ラ ウ ン ド 照射
のパルス レー ト が自動的に差し引かれ、 表示されるパルス レー ト が約 0 c/s と な り ます。

注記

このタイプのシミュレーション校正では、放射性を持つ測定物を使用することはできません。こ
の場合、バックグラウンド校正と測定対象ありの校正は、照射パスを完全に覆った状態で実行し
てください。

測定対象な しの校正

次の状況を指し ます。
• 照射がオンになっている。
• 照射パスに障害物が全 く ない。

A B C

OFF ON ON
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校正ポイ ン ト の入力方法

自動校正

自動校正では、 容器を必要な値まで満た し ます。 バッ ク グ ラ ウ ン ド 校正では照射をオフのま まに
し、 その他の校正ポイ ン ト については照射をオンにし ます。
Gammapilot M はパルス レー ト を自動的に記録し ます。 対応する レベルはユーザが入力し ます。

手動校正

Gammapilot M のコ ミ ッ シ ョ ニング時に 1 つまたは複数の校正ポ イ ン ト の リ ニア ラ イゼーシ ョ ン
が不可能 （容器を十分に満たすこ と ができ ない、 または空にでき ないなどの理由によ る） な場合
は、 校正ポイ ン ト を手動入力する必要があ り ます。
つま り 、 レベルだけでな く 関連するパルス レー ト も ユーザが入力する必要があ り ます。
カウン ト レー ト 計算の詳細については、 Endress+Hauser の営業部門にお問い合わせく ださい。

注記

校正日付と校正
‣ 手動で校正する場合は、 校正日が自動的に設定されません。 " ｺｳｾｲﾋﾞ "（*C7） 機能で手動入力

する必要があ り ます。
‣ 手動入力し た校正ポ イ ン ト は、 プラ ン ト の運転中に関連レベルに達し次第、 自動校正に置換

し て く だ さ い。 算出された校正ポイ ン ト よ り も自動校正ポ イ ン ト の方が正確な測定値が得ら
れるため、 この再校正を行 う こ と をお勧めし ます。
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6.4.2 バッ クグラウン ド校正

操作メ ニュー抜粋

次の操作 メ ニュー抜粋はバッ ク グ ラ ウ ン ド校正の入力方法を示し ています。 個別の機能について
は後続のセ ク シ ョ ンで説明し ます。

" バッ クグラウン ド コウセイ " （*10）

オプション：
• ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ 

次の場合にはこ のオプシ ョ ンを選択する必要があ り ます。
– バッ ク グ ラ ウ ン ド校正を実行せず、 代わ り に現在入力されているバッ ク グ ラ ウ ン ド 校正のパ

ルス レー ト を表示する場合
– 手動バッ ク グ ラ ウ ン ド校正を実行する場合
こ のオプシ ョ ンを選択する と、Gammapilot M が " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ "（*12） 機能に切 り 替わ り
ます。 この機能では現在入力されているパルス レー ト が表示され、必要に応じ て変更でき ます。

• ｽﾀｰﾄ 
こ のオプシ ョ ンは、自動バッ ク グ ラ ウ ン ド校正を開始するために使用し ます。Gammapilot M が
" ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11） 機能に切 り 替わ り ます。

*10

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ

0 ： ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

1 ： ｽﾀｰﾄ

*11

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ

*10

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ

-1 ： ｺｳｾｲｻﾚﾃｲﾏｾﾝ

現場表示部 内容

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ *10 この機能は、 バッ ク グ ラ ウ ン ド校正を開始する ために使用

し ます。
ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

ｽﾀｰﾄ

E

E

0
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" パルスレー ト ヘイキンチ " （*11）

A0018118

値が十分に安定し た ら、 "E" を押し て この機能を終了でき ます。
その後、Gammapilot M が " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ "（*10）機能に切 り 替わ り ます。" ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ " を選択
し て平均化手順を終了し ます。 値が自動的に " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ "（*12）機能に転送されます。

注記

バックグラウンドパルスレート
‣ 最大積分時間は 1000 秒です。 この時間が経過し た後、 値が自動的に " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ "

（*1B）機能に転送されます。
‣ " ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11）機能では "E" を押しても積分は終了しません。" ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ "（*10）

機能で " ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ " を選択するまで継続されます。そのため、最後に表示される平均パルス
レートと最終的な " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ "（*12）との間にわずかなズレが発生する場合があり
ます。

" バッ クグラウン ドパルスレー ト " （*12）

現場表示部 内容

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ *11 この機能では平均パルス レー ト が表示されます （前の機能

で " ｽﾀｰﾄ " を選択し た後）。 最初はこの値が変動し ますが

（原子核崩壊の統計性のため）、 積分によ り やがて平均値に

達し ます。 平均化の実行時間が長いほど、 その後の変動が

小さ く な り ます。

186 cps

c/s

t

"E"

現場表示部 内容

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ *12 この機能ではバッ ク グ ラ ウ ン ド校正のパルス レー ト が表示

されます。 "E" を押すと 表示値が確定され、 バッ ク グ ラ ウ

ン ド校正が完了し ます。 "-1" はバッ ク グ ラ ウ ン ド校正がま

だ行われていないこ と を示し ます。 こ の場合は 2 つの選択

肢があ り ます。

• " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ "（*10）機能に戻 り 、 再度バッ ク グ ラ ウ

ン ド校正を開始する。

• 現在入力されているパルス レー ト または算出されたパル

ス レー ト を入力する （手動校正）。 その後、 Gammapilot M 

が " ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ "（*13）機能または（*1A）機能に切 り 替わ

り ます。

186 cps
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6.4.3 満量 （スパン） / 空 （0%） 校正、 または測定対象あ り / な しの校正

操作メニュー抜粋

次の操作 メ ニ ュー抜粋は、 満量 （スパン） / 空 （0%） 校正 （レベル測定用） または測定対象 あ
り / な しの校正 （レベル上下限検知用） の入力方法を示し ています。 個別の機能については後続
のセ ク シ ョ ンで説明し ます。
これらの機能はバッ ク グ ラ ウ ン ド校正の実行後にのみア ク セス可能です。

注記

" ﾏﾝﾘｮｳﾉｱﾀｲ "（*14）機能と " ｶﾗﾉｱﾀｲ "（*17）機能は " ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ "（*05）機能で " ﾚﾍﾞﾙ " を選択した場
合にのみ表示されます。

" コウセイポイ ン ト " （*13）

*14

ﾏﾝﾘｮｳﾉｱﾀｲ

[%]

ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄﾉ

ｱﾀｲ

*15

ｺｳｾｲ

0 ： ﾁｭｳｼ /

ﾍﾝｼｭｳ

1 ： ｽﾀｰﾄ

*11

ﾊﾟﾙｽ

ﾚｰﾄﾍｲ

ｷﾝﾁ

*16

ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ

[c/s]

-1 ：

ｺｳｾｲｻﾚﾃｲﾏｾﾝ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ｾﾚｸｼｮﾝ

013

ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ

0 ：

ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ

1 ： ｶﾗｺｳｾｲ

*19

ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ

0 ： ｲｲｴ

1 ： ﾊｲ

*17

ｶﾗﾉｱﾀｲ

[%]

ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄﾉ

ｱﾀｲ

*15

ｺｳｾｲ

0 ： ﾁｭｳｼ /

ﾍﾝｼｭｳ

1 ： ｽﾀｰﾄ

*11

ﾊﾟﾙｽ

ﾚｰﾄﾍｲ

ｷﾝﾁ

*18

ｶﾗ ｺｳｾｲ

[c/s]

-1 ：

ｺｳｾｲｻﾚﾃｲﾏｾﾝ

現場表示部 内容

ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ *13 この機能は、 入力する校正ポ イ ン ト （" ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ " （*16）

または " ｶﾗｺｳｾｲ " （*18）） を選択する ために使用し ます。
3 ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ

ｶﾗｺｳｾｲ

1

E0

1

E0
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" マン リ ョ ウ ノ ア タ イ " （*14） /" カ ラ ノ ア タ イ " （*17）

値の範囲

" コウセイ " （*15）

オプション：
• ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

次の場合にはこ のオプシ ョ ンを選択する必要があ り ます。
– 校正ポイ ン ト を入力し ない （既に入力されている などの理由によ り ） 。 この場合は校正ポイ

ン ト のパルス レー ト が " ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ "（*16）機能または " ｶﾗｺｳｾｲ "（*18）機能で表示されます。
この値は必要に応じ て変更でき ます。

– 校正ポイ ン ト を手動入力する必要があ り ます。これは、" ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ "（*16）機能または " ｶﾗｺｳｾｲ "
（*18）機能で実行でき ます。

• ｽﾀｰﾄ
こ のオプシ ョ ンは、 校正ポ イ ン ト の自動入力を開始する ために使用し ます。 Gammapilot M が
" ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11）機能に切 り 替わ り ます。

現場表示部 内容

ﾏﾝﾘｮｳﾉｱﾀｲ *14 これらの機能はレベル測定のみに必要です。

満量校正または空校正を実行する レベルを指定する ために

使用し ます。100%

ｶﾗﾉｱﾀｲ *17

0%

最適値 最小の値 最大の値

ﾏﾝﾘｮｳﾉｱﾀｲ （*14） 100% 60% 100%

ｶﾗﾉｱﾀｲ （*17） 0% 0% 40%

現場表示部 内容

ｺｳｾｲ *15 この機能は、 選択し た校正ポ イ ン ト の自動入力を開始する

ために使用し ます。
ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

ｽﾀｰﾄ
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" パルスレー ト ヘイキンチ " （*11）

A0018118

当初はパルス レー ト が大き く 変動し ます。 やがて平均値に達し ます。

値が十分に安定し た ら、 "E" を押し て この機能を終了でき ます。
その後、Gammapilot M が " ｺｳｾｲ "（*15） 機能に切 り 替わ り ます。" ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ " を選択し て平均化手
順を終了し ます。 値が " ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ "（*16） または " ｶﾗｺｳｾｲ "（*18） 機能に転送されます。

注記

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ
‣ 最大積分時間は 1000 秒です。 この時間が経過し た後、 値が自動的に " ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ "（*16）機能

または " ｶﾗｺｳｾｲ "（*18） 機能に転送されます。
‣ " ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11）機能では "E" を押し て も積分は終了しません。 " ｺｳｾｲ "（*15） 機能で

" ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ " を選択する まで継続されます。そのため、最後に表示される平均パルス レー ト と
最終的な " ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ "（*16）または " ｶﾗｺｳｾｲ "（*18）と の間にわずかなズレが発生する場合が
あ り ます。

" マン リ ョ ウコウセイ " （*16） /" カ ラ コウセイ " （*18）

現場表示部 内容

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ *11 この機能では平均パルス レー ト が表示されます （前の機能

で " ｽﾀｰﾄ " を選択し た後）。

最初はこの値が変動し ますが （原子核崩壊の統計性のた

め）、 積分によ り やがて平均値に達し ます。

平均化の実行時間が長いほど、 その後の変動が小さ く な り

ます。

2548 cps

c/s

t

"E"

現場表示部 内容

ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ *16 これらの機能では、 それぞれの校正ポ イ ン ト のパルス レー

ト が表示されます。 "E" を押し て表示値を確定する必要が

あ り ます。 "-1" はバッ ク グ ラ ウ ン ド校正がまだ行われてい

ないこ と を示し ます。 こ の場合は 2 つの選択肢があ り ます。

• " ｺｳｾｲ " （*15） 機能に戻 り 、 再度校正を開始する。

• 現在入力されているパルス レー ト または算出されたパル

ス レー ト を入力する （手動校正）。

33 cps

ｶﾗ ｺｳｾｲ *18

2548 cps
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" ツギ ノ ポイ ン ト " （*19）

オプション：
• ｲｲｴ 

両方の校正ポイ ン ト を入力し た後、 こ のオプシ ョ ンを選択する必要があ り ます。 これを選択す
る と、 Gammapilot M がグループセレ ク シ ョ ンに戻 り 、 校正が完了し ます。

• ﾊｲ
まだ 1 つの校正ポイ ン ト しか入力し ていない場合は、 このオプシ ョ ンを選択する必要があ り ま
す。 これを選択する と、 Gammapilot M が " ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ "（*13） 機能に戻 り 、 次のポイ ン ト を入力
でき る よ う にな り ます。

6.4.4 追加設定

校正が完了し た後、 Gammapilot M が電流出力および HART 信号経由で測定値を出力し ます。 測
定範囲全体 （0 ～ 100%） が出力電流の範囲 （4 ～ 20 mA） に対応し ます。
ほかに も測定点の最適化に使用でき る機能が多数あ り ます。 それら は必要に応じ て設定でき ま
す。本製品の全機能に関する詳細な説明は、取扱説明書 『Gammapilot M 機能説明書』 （BA00287F）
に記載されています。 これは付属の CD-ROM に収められています。

6.4.5 レベル上下限検知のコ ン タ ク タの設定

安全関連の用途の場合、 安全マニュ アル SD00230F および SD00324F のし きい値を遵守す
る必要があ り ます。

連続信号からのス イ ッチング信号の計算は、Gammapilot M ではな く 、接続された評価ユニ ッ ト ま
たはプロセス変換器で行われます。 詳細については、 それぞれの機器の取扱説明書を参照し て く
ださい。
Endress+Hauser 製プロセス変換器 RTA421 または RMA42 を使用する場合は、 次の設定が推奨さ
れます。

上限フ ェールセーフ モー ドの場合

• ス イ ッチし きい値 （SETP） = 75%
• ヒ ステ リ シス （HYST） = 50%

現場表示部 内容

ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ *19 この機能は、 それ以上の校正ポ イ ン ト を入力するかど う か

を指定する ために使用し ます。
3 ｲｲｴ

ﾊｲ
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6.5 機能グループ 　 " アンゼンセ ッ テイ " (*2)

6.5.1 " アラームジ ノ シュ ツ リ ョ ク " (*20)

6.5.2 " アラームジ ノ シュ ツ リ ョ ク " (*21)

現場表示部

ｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾚｸｼｮﾝ *2Þ

3 ｱﾝｾﾞﾝｾｯﾃｲ

ｵﾝﾄﾞﾎｾｲ

ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ

現場表示部 内容

ｱﾗｰﾑｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ *20 この機能はア ラーム状態で、 Gammapilot M の出力がどのよ

う な値を取るか決定し ます。
MIN -10% 3.6 mA

MAX 110% 22 mA

ﾎｰﾙﾄﾞ

(*20)

 アラーム時の出力

4 ～ 20 mA HART
PROFIBUS PA

FOUNDATION フィールドバス

MIN 3.6 mA -99999

MAX 22 mA +99999

ﾎｰﾙﾄﾞ 測定最終値をホール ド

ﾕｰｻﾞｰﾉﾄｸﾃｲ

（HART 機器でのみ選択可能）

" ｱﾗｰﾑｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ "(*21) での 

定義どお り
選択不可

現場表示部 内容

ｱﾗｰﾑｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ *21 この機能を使用し、 ア ラーム状態で、 電流出力がどのよ う

なユーザスペッ ク を取るか、 指定し ます。 値の入力単位は 

mA です。 この機能は HART 機器でのみ使用でき ます。

" ｱﾗｰﾑｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ "（*20）機能で " ﾕｰｻﾞｰﾉﾄｸﾃｲ " を選択し た場合

のみ、 ア ク テ ィ ブ状態と な り ます。

値の範囲 ： 3.6 ～ 22 mA

22.00 mA
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6.6 SIL ロ ッ ク （レベル限界値検知 200/400 mm PVT シンチレータ用）

SIL ロ ッ ク （" ｾｷｭﾘﾃｨﾛｯｸ " （022） 機能） は " ｱﾝｾﾞﾝｾｯﾃｲ " 機能グループ（S2）にあ り ます。 これは
" ﾘﾐｯﾄ " 測定モード と " ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ " オペレーテ ィ ングモード でのみア ク セスする こ と が可能です
（「ロ ッ ク の要件」 も参照し て く ださい）。
SIL ロ ッ ク またはロ ッ ク解除を行 う と、表示デ ィ スプレ イ経由または FieldCare 経由の通信速度が
著し く 低下し ます。 これは内部の リ ード バッ ク と パラ メ ータ認証が原因です。 ただし、 これが発
生するのはロ ッ ク、 ロ ッ ク解除時のみで、 測定自体に影響はあ り ません。
ロ ッ クする場合、 製造者の リ セ ッ ト コード を除き、 全パラ メ ータがロ ッ ク されます。 パラ メ ータ
は表示のみが可能です。 製造者の リ セ ッ ト コード のみ変更する こ と ができ ます。 4 桁のパス ワー
ド （1000 ～ 9999） を入力する と ロ ッ ク が開始し ます。 その後、 最も重要なパラ メ ータに対し て、
数回プロ ンプ ト が表示されますので、 これらのパラ メ ータはすべて確認する必要があ り ます。 パ
ス ワード を確認する と ロ ッ ク が完了し ます。 パス ワード確認の直後、 機器はロ ッ ク されます。 パ
ス ワード は既に表示されていません。 パラ メ ータか、 パス ワード の表示に誤 り があ り 、 確認が済
んでいない場合、 ロ ッ ク手順は中止されます。 FMG60 はロ ッ ク手順が開始する前 と同様、 ロ ッ
ク されていない状態です。

ロ ッ クの前提条件

ロ ッ クする際は以下のパラ メ ータ を設定する必要があ り ます。

1. ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ＝ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ

2. 測定モード＝ﾘﾐｯﾄ

3. 通信＝ HART Ex i あ るいは HART Ex e/d

4. シンチレータ タ イプ＝ PVT

5. デ ィ テ ク タ長＝ 200 あ るいは 400

6. SW バージ ョ ン = 01.02.00 または 01.02.02

7. 線源＝ Cs あ るいは Co

リ ード バッ クパスの校正値が有効範囲内かど う かを確認し て く ださい。

6.6.1 確認パラ メ ータ一覧

以下のパラ メ ータは、ユーザが修正でき るため、これらのパラ メ ータ を確認する必要があ り ます。
デ ィ テ ク タ長は最終確認時に安全機能の規定ができ ないため、 確認する必要があ り 、 修理後は必
ずサービ スセグ メ ン ト に置かれています。

1. 日付

2. ビームの種類 （標準あ るいはモジュ レー ト （変調） された6)）

3. 線源 （Cs または Co）

4. 出力積分

5. 校正日付

6. バッ ク グ ラ ウ ン ド パルス レー ト  cps

7. 測定対象な しの校正 cps

8. 測定対象あ り の校正 cps

9. ガンマグ ラ フ ィ ーホール ド時間 （標準的なビーム タ イプの場合のみ設定可能）。 線源が調節
されている場合は 10

10. 出力電流  3.0 mA

11. デ ィ テ ク タ長

6) レベル上限検知用の変調されたビームのみ
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6.6.2 " セキュ リ テ ィ ロ ッ ク " 機能 （*22） （SIL ロ ッ ク解除）

パス ワード を入力する と、 SIL2/3 モード で FMG60 のロ ッ ク を解除でき ます。 パス ワード を正し
く 入力する と、 FMG60 はロ ッ ク が解除されます。 パス ワード に誤 り があ る と、 FMG60 はグルー
プセレ ク シ ョ ンへ戻 り ます。 電源のオン、 オフで機器のロ ッ ク を解除する こ と はでき ません。

その他のオプション：
• ﾛｯｸｶｲｼﾞｮ
• ﾛｯｸ
• ｷｷﾛｯｸ
• ｷｷﾛｯｸｶｲｼﾞｮ

6.6.3 パスワー ド をお忘れですか？ 

機器がロ ッ ク される と パス ワード を閲覧する こ と ができ ません。 こ のため、 パス ワード は製造者
リ セ ッ ト でのみ削除する こ と ができ ます。 同時に全パラ メ ータがデフ ォル ト 値に設定され、 校正
データが削除されます。 その後、 機器にエラー電流が発生し ます。

6.6.4 " パスワー ド " （*23） 機能 （セキュ リ テ ィ パスワー ド）

パス ワード は必ず 4 桁の数で、 範囲は 1000 ～ 9999 と なっています。 他の値は無効です。
ロ ッ ク後、 0000 が表示されます。 パス ワード自体は表示されません。

現場表示部

ｾｷｭﾘﾃｨﾛｯｸ *22

3 ﾛｯｸｶｲｼﾞｮ

ﾛｯｸ

ｷｷﾛｯｸ

現場表示部

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ *23
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6.6.5 "Iout カ クニン " 機能 （*24） （ロ ッ ク時の出力電流）

" ｷｷﾛｯｸ " を選択する と第 2 のス イ ッチオフパスによ り 出力電流が <3.6、通常は 2.4mA にシフ ト し
ます。 このため、 ユーザは FMG60 が実際にロ ッ ク された こ と をはっ き り 確認でき ます。
ユーザはこの電流値を明確に確認する必要があ り ます。 システムがロ ッ ク シーケン ス全体を通し
て正し く 動作し て初めて、 FMG60 は " ｷｷﾛｯｸ " 状態に設定され、 電流出力が再度開放されます。
FMG60 がロ ッ ク手順中にオフにな り 、 再度オンになる と、 FMG60 は通常のロ ッ ク されていない
状態で再開し ます。パラ メ ータが確認されない と FMG60 は " ｷｷﾛｯｸ " 状態に と ど ま り ます。 ロ ッ
ク手順中に機器を " ﾛｯｸｶｲｼﾞｮ " に切 り 替え る こ と ができ ます。 その後、 機器は通常の測定モード
で動作し ます。 " ｷｷﾛｯｸ " 状態は ト ータル リ セ ッ ト （7864） でも無効化でき ますが、 校正パラ メ ー
タ もすべて削除されます。 正しいロ ッ ク状態は " 部分ス ト ローク試験 " を使用し、 確かな もの と
する こ と ができ ます。

6.6.6 " シーケンス ノ カ ク テイ " 機能 （*25） （デ ィ スプレ イ確認）

表示デ ィ スプレ イに数字が正し く 表示されている こ と を確認する場合、 最初に 「> 0123456789 .-<」
を確認する必要があ り ます。 ユーザは数が正し く 表示されている こ と を確認する必要があ り ます。
数の表示方法にエラーが発生したらユーザはロ ッ ク動作を中止しなければな り ません。

6.6.7 " バッ クグラウン ド ノ カ ク テイ " 機能 （*26）

現場表示部

Iout ｶｸﾆﾝ *24

3 ﾑｺｳ

ﾕｳｺｳ

現場表示部

ｼｰｹﾝｽﾉｶｸﾃｲ *24

>0123456789 .-<

3 ﾑｺｳ

ﾕｳｺｳ

現場表示部 内容

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾉｶｸﾃｲ *26 表示データが入力データ と 一致する場合、" ﾕｳｺｳ " を選択し

て く ださい。 SIL ロ ッ ク を中止する場合、 " ﾑｺｳ " を選択し て

く だ さい。

3 ﾑｺｳ

ﾕｳｺｳ
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6.6.8 " コウセイ ノ カ クテイ " 機能 （*27）

その他のオプション：
• ﾑｺｳ
• ﾕｳｺｳ

6.6.9 " アイ ソ ト ープ ノ カ ク テイ " 機能 （*28）

その他のオプション：
• ﾑｺｳ
• ﾕｳｺｳ

6.6.10 " ダンピング ノ カ ク テイ " （*29） （出力積分）

その他のオプション：
• ﾑｺｳ
• ﾕｳｺｳ

6.6.11 " ヒ ヅケ ノ カ ク テイ " 機能 （*2A）

その他のオプション：
• ﾑｺｳ
• ﾕｳｺｳ

現場表示部 内容

ｺｳｾｲﾉｶｸﾃｲ *27 表示データが入力データ と 一致する場合、" ﾕｳｺｳ " を選択し

て く ださい。 SIL ロ ッ ク を中止する場合、 " ﾑｺｳ " を選択し て

く だ さい。

3 ﾑｺｳ

現場表示部 内容

ｱｲｿﾄｰﾌﾟﾉｶｸﾃｲ *28 表示データが入力データ と 一致する場合、" ﾕｳｺｳ " を選択し

て く ださい。 SIL ロ ッ ク を中止する場合、 " ﾑｺｳ " を選択し て

く だ さい。

3 ﾑｺｳ

現場表示部 内容

ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾉｶｸﾃｲ *29 表示データが入力データ と 一致する場合、" ﾕｳｺｳ " を選択し

て く ださい。 SIL ロ ッ ク を中止する場合、 " ﾑｺｳ " を選択し て

く だ さい。

3 ﾑｺｳ

現場表示部 内容

ﾋﾂﾞｹﾉｶｸﾃｲ *2A 表示データが入力データ と 一致する場合、" ﾕｳｺｳ " を選択し

て く ださい。 SIL ロ ッ ク を中止する場合、 " ﾑｺｳ " を選択し て

く だ さい。

3 ﾑｺｳ
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6.6.12 " ナガサカ ク テイ " 機能 （*2B）

6.6.13 " パスワー ド カ クテイ " 機能 （*2C）

6.6.14 " パスワー ド " 機能 （*2D） （パスワー ド ロ ッ ク解除）

パス ワード は必ず 4 桁の数で、 範囲は 1000 ～ 9999 と なっています。 他の値は無効です。 機器を
ロ ッ クする際は 4 桁の数から成るパス ワード を入力し て く ださい。

現場表示部 内容

ﾅｶﾞｻｶｸﾃｲ *2B 表示データが入力データ と 一致する場合、" ﾕｳｺｳ " を選択し

て く ださい。 SIL ロ ッ ク を中止する場合、 " ﾑｺｳ " を選択し て

く だ さい。

3 ﾑｺｳ

ﾕｳｺｳ

現場表示部 内容

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞｶｸﾃｲ *2C 表示データが入力データ と 一致する場合、" ﾕｳｺｳ " を選択し

て く ださい。 SIL ロ ッ ク を中止する場合、 " ﾑｺｳ " を選択し て

く だ さい。

3 ﾑｺｳ

ﾕｳｺｳ

現場表示部

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ *2D
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6.7 密度および濃度測定の校正

6.7.1 基本原則

測定の校正ポイ ン ト は " ｺｳｾｲ "（*1）機能グループで入力し ます。 各校正ポイ ン ト は、 密度値と そ
れに関連付け られたパルス レー ト で構成されます。

密度および濃度測定の校正ポイント

校正ポイ ン ト の機能

密度および濃度測定では、 Gammapilot M に 2 つのパラ メ ータ （照射測定パスの長さ以外に） が
必要です。
• 測定対象物の吸収係数 
• 基準パルス レー ト  I07)

Gammapilot M は次の校正ポイ ン ト から これらのパラ メ ータ を自動的に計算し ます。
• バッ ク グ ラ ウ ン ド校正 （照射がオフの状態での校正）
• さ まざまな既知の密度を もつサンプルの最大 9 つの校正ポイ ン ト

注記

放射性を持つ測定物を使用する場合、バックグラウンド校正は、パイプが充填された状態で実行
する必要があります。放射性を持つ測定物を使用する場合、パイプが空の状態でシミュレーショ
ン校正を行うことはできません。

A0018128

0 バ ッ ク グ ラ ウ ン ド校正

1 ～ 9 さ まざまな密度の校正ポ イ ン ト

2 ポイ ン ト 校正

測定範囲全体で高い精度が求められる場合には、 2 ポイ ン ト 校正が推奨されます。 最初にバッ ク
グ ラ ウ ン ド校正を行います。 そし て 2 つの校正ポイ ン ト で校正し ます。 これらのポイ ン ト は大き
く 異な る点にし て く ださい。両方の校正ポイ ン ト を入力する と、Gammapilot M ではパラ メ ータ I0
および  が計算されます。

1 ポイ ン ト 校正

2 ポイ ン ト 校正を実行でき ない場合は、 1 ポイ ン ト 校正を実行し ます。
つま り 、 バッ ク グ ラ ウ ン ド校正のほかに 1 つの校正ポイ ン ト だけを使用する校正です。 この校正
ポイ ン ト は実際に運転する密度 " 運転密度 " にでき るだけ近 く に設定し て く ださい。 運転密度の
付近では、 密度をかな り 正確に測定でき ますが、 運転密度から離れた と こ ろに設定する と、 精度
が低下する場合があ り ます。
1 ポイ ン ト 校正の場合には、 Gammapilot M は リ フ ァ レン スパルス レー ト  I0 だけを計算し ます。
吸収係数について、  = 7.7 mm2/g の標準値を使用し ます。

7) I0 は配管が空のパルス レー ト です。 この値は、 測定時に発生する実際のパルス レー ト を大幅に上回 り ます。

OFF ON

0 1 9
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複数ポイ ン ト 校正

広範な密度での測定または非常に精密な測定を行 う 必要があ る場合は、 複数ポイ ン ト 校正が推奨
されます。 測定範囲全体で最大 9 個の校正ポイ ン ト を使用でき ます。 校正ポイ ン ト はそれぞれで
き る だけ離 し て配置 し、 測定範囲全体に一様に分散 さ せ ます。 校正ポ イ ン ト を入力 し た後、
Gammapilot M によ ってパラ メ ータ I0 および  が自動的に計算されます。 広い密度レ ンジでの測
定、 または特別精密な測定を行 う 場合は、 特に複数ポイ ン ト 校正をお勧めし ます。

再校正

Gammapilot M は再校正用にさ らに 1 つの校正ポイ ン ト （"10"） を備えています。 測定チューブ内
の付着物などによ って条件が変化し た場合は、 こ のポイ ン ト を入力でき ます。 再校正ポイ ン ト を
入力する と、 現在の測定条件に応じ て I0 が再計算されます。 吸収係数  は当初の校正がそのま
ま保持されます。

校正ポイントの入力方法

自動校正

自動校正では、 目的の校正ポイ ン ト を配管内で実現し ます。 つま り 、 配管を希望の密度の測定対
象で満た し ます。 バッ ク グ ラ ウ ン ド校正では照射をオフのま まにし、 その他の校正ポイ ン ト につ
いては照射をオンにし ます。Gammapilot M はパルス レー ト を自動的に記録し ます。密度の値はラ
ボで決定し、 ユーザが入力し ます。

手動校正

高い測定精度を得るには、 同じ密度の複数のサンプルでパルス レー ト を特定し、 それらのサンプ
ルの平均密度と平均パルス レー ト を計算する こ と をお勧めし ます。 その後、 それらの値を手動で
Gammapilot M に入力でき ます。
可能な場合は、 さ らに別の密度でこ の手順を繰 り 返し て く ださい。 それぞれの密度値の差を可能
な限 り 大き く し ます。

注記

手動で校正する場合は、校正日が自動的に設定されません。" ｺｳｾｲﾋﾞ "（*C7） 機能で手動入力する
必要があります。
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6.7.2 バッ クグラウン ド校正

操作メ ニュー抜粋

次の操作 メ ニュー抜粋はバッ ク グ ラ ウ ン ド校正の入力方法を示し ています。 個別の機能について
は後続のセ ク シ ョ ンで説明し ます。

" バッ クグラウン ド コウセイ " （*10）

オプション：
• ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

次の場合にはこ のオプシ ョ ンを選択する必要があ り ます。
– バッ ク グ ラ ウ ン ド校正を実行せず、 代わ り に現在入力されているバッ ク グ ラ ウ ン ド 校正のパ

ルス レー ト を表示する場合
– 手動バッ ク グ ラ ウ ン ド校正を実行する場合
こ のオプシ ョ ンを選択する と、Gammapilot M が " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ "（*12） 機能に切 り 替わ り
ます。 この機能では現在入力されているパルス レー ト が表示され、必要に応じ て変更でき ます。

• ｽﾀｰﾄ
こ のオプシ ョ ンは、自動バッ ク グ ラ ウ ン ド校正を開始するために使用し ます。Gammapilot M が
" ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11） 機能に切 り 替わ り ます。

*10

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ

0 ： ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

1 ： ｽﾀｰﾄ

*11

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ

*12

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽ

ﾚｰﾄ

-1 ：

ｺｳｾｲｻﾚﾃｲﾏｾﾝ

現場表示部 内容

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ *10 この機能は、 バッ ク グ ラ ウ ン ド校正を開始する ために使用

し ます。
ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

ｽﾀｰﾄ

E

1

E

0
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" パルスレー ト ヘイキンチ " （*11）

A0018118

値が十分に安定し た ら、 "E" を押し て この機能を終了でき ます。
その後、Gammapilot M が " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ "（*10）機能に切 り 替わ り ます。" ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ " を選択
し て平均化手順を終了し ます。 値が自動的に " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ "（*12）機能に転送されます。

注記

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ
‣ 最大積分時間は 1000 秒です。 この時間が経過し た後、 値が自動的に " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ "

（*1B）機能に転送されます。
‣ " ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11）機能では "E" を押し て も積分は終了しません。" ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ "（*10）

機能で " ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ " を選択する まで継続されます。そのため、最後に表示される平均パルス
レー ト と最終的な " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ "（*12）と の間にわずかなズレが発生する場合があ り
ます。

" バッ クグラウン ドパルスレー ト " （*12）

現場表示部 内容

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ *11 この機能では平均パルス レー ト が表示されます （前の機能

で " ｽﾀｰﾄ " を選択し た後）。

最初はこの値が変動し ますが （原子核崩壊の統計性のた

め）、 積分によ り やがて平均値に達し ます。 平均化の実行時

間が長いほど、 その後の変動が小さ く な り ます。

186 cps

c/s

t

"E"

現場表示部 内容

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ *12 この機能ではバッ ク グ ラ ウ ン ド校正のパルス レー ト が表示

されます。 "E" を押すと 表示値が確定され、 バッ ク グ ラ ウ

ン ド校正が完了し ます。 "-1"  はバッ ク グ ラ ウ ン ド校正がま

だ行われていないこ と を示し ます。 こ の場合は 2 つの選択

肢があ り ます。

• " ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺｳｾｲ "（*10）機能に戻 り 、 再度バッ ク グ ラ ウ

ン ド校正を開始する。

• 現在入力されているパルス レー ト または算出されたパル

ス レー ト を入力する （手動校正）。

その後、 Gammapilot M が " ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ "（*13）機能または

（*1A）機能に切 り 替わ り ます。

186 cps
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6.7.3 校正ポイ ン ト

操作メ ニュー抜粋

次の操作 メ ニュー抜粋は密度校正ポイ ン ト の入力方法を示し ています。 個別の機能については後
続のセ ク シ ョ ンで説明し ます。
これらの機能はバッ ク グ ラ ウ ン ド校正の実行後にのみア ク セス可能です。

" コウセイポイ ン ト " （*1A）

その他のオプション：
• "1" ～ "9" ： さ まざまな密度の校正ポイ ン ト
• "10" ： 再校正ポイ ン ト

再校正ポイ ン ト を入力する と、 現在の測定条件に応じ て I0 が再計算されます。 吸収係数  は
当初の校正がそのま ま保持されます。 測定チューブ内のビル ド ア ッ プなど、 測定条件が変化し
た場合、 校正ポイ ン ト "10" を入力する こ と ができ ます。

*1A

ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ

1...9

point 10 for 

recalibration

*15

ｺｳｾｲ

0 ： ﾁｭｳｼ /

ﾍﾝｼｭｳ

1 ： ｽﾀｰﾄ

*11

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ

ﾍｲｷﾝﾁ

*1B

ﾐﾂﾄﾞｺｳｾｲ

（c/s）

*1C

ﾐﾂﾄﾞﾉｱﾀｲ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ｾﾚｸｼｮﾝ

*1D

ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ

0 ： ﾅｼ

1 ： ｱﾘ

2 ： ｸﾘｱ

*1E

ｷｭｳｼｭｳｹｲ

ｽｳ

*1F

ﾘﾌｧﾚﾝｽﾊﾟﾙｽﾚ

ｰﾄ

*19

ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ

0 ： ｲｲｴ

1 ： ﾊｲ

現場表示部 内容

ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ *1A この機能は、 入力する校正ポ イ ン ト を選択する ために使用

し ます。
3 1

2

3

E0

1
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" コウセイ " （*15）

オプション：
• ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

次の場合にはこ のオプシ ョ ンを選択する必要があ り ます。
– 校正ポイ ン ト を入力し ない （既に入力されている などの理由によ り ） 。 この場合は校正ポイ

ン ト のパルス レー ト が " ﾐﾂﾄﾞｺｳｾｲ "（*1B） 機能で表示されます。この値は必要に応じ て変更で
き ます。

– 校正ポイ ン ト を手動入力する。 こ のため Gammapilot M は " ﾐﾂﾄﾞｺｳｾｲ "（*1B）機能に切 り 替わ
り ます。

• ｽﾀｰﾄ
こ のオプシ ョ ンは、 校正ポ イ ン ト の自動入力を開始する ために使用し ます。 Gammapilot M が
" ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11）機能に切 り 替わ り ます。

" パルスレー ト ヘイキンチ " （*11）

A0018118

値が十分に安定し た ら、 "E" を押し て この機能を終了でき ます。
その後、Gammapilot M が " ｺｳｾｲ "（*15） 機能に切 り 替わ り ます。" ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ " を選択し て平均化手
順を終了し ます。 その後、 値が自動的に " ﾐﾂﾄﾞｺｳｾｲ "（*1B） 機能に転送されます。

注記

ﾐﾂﾄﾞｺｳｾｲ
‣ 最大積分時間は 1000 秒です。 この時間が経過し た後、 値が自動的に " ﾐﾂﾄﾞｺｳｾｲ "（*1B）機能

に転送されます。
‣ 積分時に測定対象物のサンプルを取得する必要があ り ます。その密度は研究室で決定し ます。
‣ " ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11）機能では "E" を押し て も積分は終了し ません。 " ｺｳｾｲ "（*15） 機能で

" ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ " を選択する まで継続されます。そのため、最後に表示される平均パルス レー ト と
最終的な " ﾐﾂﾄﾞｺｳｾｲ "（*1B） と の間にわずかなズレが発生する場合があ り ます。

現場表示部 内容

ｺｳｾｲ *15 この機能は、 選択し た校正ポ イ ン ト の自動入力を開始する

ために使用し ます。
ﾁｭｳｼ / ﾍﾝｼｭｳ

ｽﾀｰﾄ

現場表示部 内容

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ *11 この機能では平均パルス レー ト が表示されます （前の機能

で " ｽﾀｰﾄ " を選択し た後）。 最初はこの値が変動し ますが

（原子核崩壊の統計性のため）、 やがて平均値に達し ます。

平均化の実行時間が長いほど、 その後の変動が小さ く な り

ます。

1983 cps

c/s

t

"E"
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" ミ ツ ド コウセイ " （*1B）

" ミツドノアタイ "（*1C）

注記

この値を入力する際は、温度の影響を考慮に入れる必要があります。入力する密度では、パルス
レートの決定時の温度を参照する必要があります。密度とパルスレートが異なる温度で決定され
た場合は、それに応じて密度値を修正する必要があります。

" コウセイポイ ン ト " （*1D）

オプション：
• ﾅｼ 

校正ポイ ン ト は使用されません。 しかし、 後の時点で再度ア ク テ ィ ブにでき ます。
• ｱﾘ

校正ポイ ン ト が使用されます。
• ｸﾘｱ

校正ポイ ン ト が削除されます。 後の時点で再度ア ク テ ィ ブにする こ と はでき ません。

現場表示部 内容

ﾐﾂﾄﾞｺｳｾｲ *1B この機能では、 それぞれの校正ポイ ン ト のパルス レー ト が

表示されます。 "E" を押し て表示値を確定する必要があ り

ます。 "-1" はパルス レー ト がまだ存在し ないこ と を示し ま

す。 この場合は 2 つの選択肢があ り ます。

• " ｺｳｾｲ " （*15） 機能に戻 り 、 再度校正を開始する。

• 従来のパルス レー ト または算出されたパルス レー ト を入

力する （手動校正）。

1983 cps

現場表示部 内容

ﾐﾂﾄﾞﾉｱﾀｲ *1C この機能は、 校正ポ イ ン ト の密度を入力する ために使用し

ます。 この値はラ ボ測定でサンプルによ り 決定する必要が

あ り ます。
0.9963 g/cm3

現場表示部 内容

ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ *1D この機能は、 現在の校正ポ イ ン ト を使用するかど う かを指

定する ために使用し ます。
ﾅｼ

3 ｱﾘ

ｸﾘｱ
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" キュウシュウケイスウ "（*1E）

注記

現在アクティブな校正ポイントが 1 つしかない場合は、吸収係数が計算されません。代わりに最
新の有効値が使用されます。最初のコミッショニング後またはリセット後には、デフォルト値
m = 7.70 mm2/g が使用されます。この値はユーザが変更できます。

" リファレンスパルスレート "（*1F）

注記

I0 は配管が空のパルスレート（理論参照値）です。この値は一般に、測定時に発生する実際のパ
ルスレートを大幅に上回ります。

" ツギ ノ ポイ ン ト " （*19）

オプション：
• ｲｲｴ 

それ以上校正ポイ ン ト の入力または変更を行わない場合は、 このオプシ ョ ンを選択する必要が
あ り ます。 これを選択する と、 Gammapilot M がグループセレ ク シ ョ ンに戻 り 、 校正が完了し ま
す。

• ﾊｲ
さ らに校正ポイ ン ト の入力または変更を行 う 場合は、 このオプシ ョ ンを選択する必要があ り ま
す。Gammapilot M が " ｺｳｾｲﾎﾟｲﾝﾄ "（*1A） 機能に戻 り 、次のポイ ン ト の入力または変更ができ る
よ う にな り ます。

現場表示部 内容

ｷｭｳｼｭｳｹｲｽｳ *1E この機能は、 現在ア ク テ ィ ブな校正ポ イ ン ト から取得され

た吸収係数が表示されます。 こ の表示値は妥当性検査に使

用し ます。7.70 mm2/g

現場表示部 内容

ﾘﾌｧﾚﾝｽﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ *1F この機能は、 現在ア ク テ ィ ブな校正ポ イ ン ト から取得され

た基準パルス レー ト  IO を表示し ます。 この値は編集でき ま

せん。31687 cps

現場表示部 内容

ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ *19 この機能は、 それ以上の校正ポ イ ン ト を入力するかど う か

を指定する ために使用し ます。
3 ｲｲｴ

ﾊｲ
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6.7.4 リ ニアラ イゼーシ ョ ン （濃度測定用）

" ﾐﾂﾄﾞﾀﾝｲ "（*06）以外の単位で濃度を測定する場合は、 校正後に リ ニア ラ イゼーシ ョ ンを実行す
る必要があ り ます。 これは " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "（*4） 機能グループで実行でき ます。 このグループの各
機能 と リ ニ ア ラ イ ゼーシ ョ ン の手順につい て は、 取扱説明書 『Gammapilot M 機能説明書』
（BA00287F） に記載されています。 これは付属の CD-ROM に収められています。

6.7.5 追加設定

校正が完了し た後、 Gammapilot M が電流出力および HART 信号経由で測定値を出力し ます。 測
定範囲全体 [ ｻｲｼｮｳﾐﾂﾄﾞ （*07） ～ｻｲﾀﾞｲﾐﾂﾄﾞ （*08） ] が電流レンジ 4 ～ 20 mA に対応し ます。
ほかに も測定点の最適化に使用でき る機能が多数あ り ます。 それら は必要に応じ て設定で き ま
す。本製品の全機能に関する詳細な説明は、取扱説明書 『Gammapilot M 機能説明書』 （BA00287F）
に記載されています。 これは付属の CD-ROM に収められています。

6.8 密度測定 / 温度補正の校正

「密度および濃度測定の校正」 セ ク シ ョ ンの説明に従って密度測定を実施し てから、温度校正 （取
扱説明書 『Gammapilot M 機能説明書』 （BA00287F） の 「オン ド ホセイ」 のセ ク シ ョ ンを参照） を
実施し て く ださい。

6.9 ガンマグラ フ ィ ー機能

『Gammapilot M 機能説明書』 （BA00287F） の 「ガンマグ ラ フ ィ ー」 のセ ク シ ョ ンを参照し て く だ
さい。
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7 保守と修理

7.1 外面の洗浄

外面を洗浄する際、 ハウ ジングおよびシールの表面を侵食し ない洗浄剤を使用し て く ださい。

7.2 修理

修理に関する Endress+Hauser の基本的な考え方は、 Gammapilot M の修理を弊社サービ ス部門が
行 う こ と を前提と し ています。
詳細については、 Endress+Hauser のサービ ス部門にお問い合わせ く ださ い。

7.3 Ex 認定または SIL 認定の修理

Ex 認定または SIL 認定の修理を行 う 際は、 次の点に注意し て く ださい。
• Ex 認定または SIL 認定を修理でき るのは Endress+Hauser だけです。
• 証明書の記載事項を確認し、 国や地域の法令を遵守し て く ださ い。
• Endress+Hauser よ り 供給されるパーツのみが使用可能です。
• 機器の型式変更は、 Endress+Hauser のみが実施可能です。
• すべての修理作業および変更を文書に記録し て く ださ い。

7.4 交換

注意!

機器を安全関連の用途に使用する場合、アップロード / ダウンロード手順は許可されていません。

機器全体ま たは電子モジ ュールを交換し た後は、 通信イ ン ターフ ェ イ ス を介し てパラ メ ータ を
GammapilotGammapilot M 本体に再ダウ ン ロード でき ます。 そのためには、 「FieldCare」 を使用し
てあ らかじめデータ を PC にア ッ プロード し てお く 必要があ り ます。

レベル測定およびレベル上下限検知
新し く 設定し直すこ と な く 、 測定を継続でき ます。 ただし、 マウ ン ト 位置がわずかに変更されて
いる可能性があ るため、 でき るだけ早 く 校正値をチェ ッ ク し て く ださい。

密度測定および濃度測定
交換後、 新たに設定および校正を実行する必要があ り ます。
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7.5 返送

7.5.1 Gammapilot M 本体の返送

修理が必要な場合や工場出荷時の校正に戻す必要があ る場合、 あ るいは、 注文や配送の ミ スによ
り 正しい機器が納入されなかった場合には、機器を返送する必要があ り ます。Endress+Hauser は、
ISO 認定企業 と し て法規制に従い、 測定物に接触し た返品の取扱いにおいて、 所定の手順を実行
する必要があ り ます。

迅速かつ安全に機器を返送するために、 Endress+Hauser のウ ェブサイ ト （www.jp.endress.com/
return-material-jp） で機器の返送手順および返送条件をご確認 く ださい。

7.6 廃棄

廃棄の際は、 同一材料ご と に機器のコ ンポーネン ト を分別し、 リ サイ クルを行って く ださい。

7.7 Endress+Hauser の連絡先

連絡先は弊社のホームページで閲覧でき ます。
www.endress.com/worldwide （日本国内 ： www.jp.endress.com） をご覧 く ださい。
ご質問などございま し た ら、 弊社営業所にお気軽にお問い合わせ く ださい。
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8 アクセサリ

8.1 Commubox FXA195 HART

USB ポー ト を介し て、 FieldCare と本質安全な HART 通信を行 う ため使用し ます。
詳細については、 TI00404F を参照し て く ださい。

8.2 Commubox FXA291

Commubox FXA291 は、 Endress+Hauser 製の現場用機器を CDI イ ン ターフ ェ イ ス
（Endress+Hauser の共通データ イ ン ターフ ェ イ ス）およびコ ンピ ュータ / ラ ッ プ ト ッ プの USB ポー
ト に接続し ます。
詳細については、 TI00405C を参照し て く ださ い。

Gammapilot M では、 ア ク セサ リ の 「ToF アダプタ FXA291」 も必要です。

8.3 ToF アダプ タ FXA291

ToF アダプタ FXA291 は、Commubox FXA291 を コ ンピ ュータかラ ッ プ ト ッ プの USB ポー ト によ
り Gammapilot M に接続し ます。 詳細については KA00271F/00/A2 を参照し て く ださい。

8.4 Field Xpert SFX100

HART 電流出力または FOUNDATION フ ィ ール ド バス を介し て、 パラ メ ータの リ モー ト 設定や測
定値の監視を可能にする、 コ ンパク ト でフ レキシブル、 かつ堅牢な工業用ハン ド ヘル ド ター ミ ナ
ルです。
詳細については、 取扱説明書 BA00060S を参照し て く ださい。
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8.5 リ モー ト デ ィ スプレ イ FHX40

8.5.1 寸法

A0018138

A 壁面取付 （取付ブラ ケ ッ ト な し） 1 Gammapilot M 3 ケーブル

B パイプ取付 （取付ブラ ケ ッ ト およびプレー ト はオプシ ョ ン） 2 分離ハウ ジング FHX40 4 パイプ

8.5.2 注文情報

対応する機器の通信タ イプ用に用意されたケーブルを使用し て、 分離デ ィ スプレ イ FHX40 を接
続し て く ださい。

82 (3.23)

mm (in)

6.3
 (0

.2
5)

1
0

6
 (

4
.1

7
)

1
2

2
 (

4
.8

)

120 (4.72)

max. 80 (3.15)
min. 30 (1.18)

96 (3.78)

1
6

0
 (

6
.3

)

8.5
 (0

.3
3)

118 (4.65)

1
8

0
 (

7
.0

9
)

1

2

3

h

b

t

A B

4

88(3.46)

010 認定
A 非危険場所

2 ATEX II 2G Ex ia IIC T6

3 ATEX II 2D Ex ia IIIC T80 ℃

H ATEX II 3G Ex ic IIC T6, T5 Gc （準備中）

G IECEx zone1 Ex ia IIC T6/T5

S FM IS Cl.I Div.1 Gr.A-D、 zone 0

U CSA IS Cl.I Div.1 Gr.A-D、 zone 0

N CSA 一般仕様

K TIIS Ex ia IIC T6

C NEPSI Ex ia IIC T6/T5 Gb

Y 特殊、 TSP 番号 （要問合せ）

020 ケーブル
1 20m (> HART)

5 20m (> PROFIBUS PA/FOUNDATION フ ィ ール ド バス )

9 特殊、 TSP 番号 （要問合せ）

030 追加オプション
A 標準

B 取 り 付け金具、 パイプ 1"/2"

Y 特殊、 TSP 番号 （要問合せ）

995 マーキング
1 タ グ （TAG） （追加仕様参照）
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8.5.3 技術データ （ケーブルおよびハウジング）

8.5.4 材質

L00-FMxxxxxx-00-00-06-de-003

最大ケーブル長さ 20 m （66 ft） （固定長さ、 鋳造プラ グを含む）

温度範囲 温度ク ラ ス T5 ： -40 ～ +75 ℃ （-40 ～ +167 °F）

温度ク ラ ス T6 ： -40 ～ +60 ℃ （-40 ～ +140 °F）

保護等級 IP65/67 （ハウ ジング）、 IP68 （ケーブル） IEC 60529 準拠

材質 ハウ ジング ： AlSi12; ケーブルグ ラ ン ド ： ニ ッ ケル メ ッ キ

寸法 [mm (in)] 122x150x80 （4.72x5.91x3.15） /HxWxD

項目 部品名 材質

1
ハウジング / カバー

AlSi12、

ネジ ： V2A

接地端子 CuZn ニ ッ ケル メ ッ キ、 ネジ ： V2A

2 表示デ ィ スプレ イ ガ ラ ス

3 ケーブルグ ラ ン ド CuZn ニ ッ ケル メ ッ キ

4 ケーブル PVC

5 取付ブラ ケ ッ ト SUS 316 Ti 相当 （1.4571） または SUS 316 L 相当 （1.4435） または SUS 

316 相当 （1.4401）

6 ナッ ト V4A

7 プレー ト ネジセ ッ ト

（M5）

SUS 316 Ti 相当 （1.4571） 

スプ リ ング ワ ッ シャ ： SUS 301 相当 （1.4310） または V2A ネジ ： V4A、

ナ ッ ト ： V4A
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8.6 取付デバイス FHG60
（連続レベル測定、 上下限測定用）

8.6.1 寸法

A0018139

1 可能な限 り 間隔をあけ る こ と
2 サポー ト （使用数 と サイ ズは選択し た用途に応じ て異な る 8)）。 ISO 4762 準拠の六角レ ンチが付属）
3 取付ク ラ ンプ （使用数は選択し た用途に応じ て異な る 8)）
4 推奨の取付方向 " ハウ ジングヘッ ド が下向き " - ブラ ケ ッ ト （" レベル測定 " アプ リ ケーシ ョ ンのみ 8)）
5 代替の取付方向 " ハウ ジングヘッ ド が上向き " - ブラ ケ ッ ト （" レベル測定 " アプ リ ケーシ ョ ンのみ 8)）

固定部の寸法

注意!

サポート用ボルトの最大トルク：6 Nm（4.42 lbf ft）

8) " 用途 " と " マウ ン ト セ ッ ト 全体の注文情報 " を参照し て く ださい。

FMG60 のマウント位置 A [mm (in)] B [mm(in)] øC [mm(in)] øD [mm(in)] 取付け

シンチレータパイプ寸法 196 （7.72） 126 （4.96） 80 （3.15）

40 ～ 65

（1.57 ～ 2.56）

（a）

エレ ク ト ロ ニ ッ クパイプ寸法 210 （8.27） 150 （5.91） 102 （4.02） （b）

水冷ジャ ケ ッ ト 寸法 230 （9.06） 200 （7.87） 140 （5.51） （c）
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8.6.2 アプ リ ケーシ ョ ン ヒ ン ト

 許可

 推奨

A0018141

A レベル測定、 FMG60 （水冷ジ ャ ケ ッ ト な し）

B レベル測定、 FMG60 （水冷ジ ャ ケ ッ ト 付き）
C レベル リ ミ ッ ト 測定、 FMG60 （水冷ジ ャ ケ ッ ト な し）
D レベル リ ミ ッ ト 測定、 FMG60 （水冷ジ ャ ケ ッ ト 付き）
E こ のよ う な水平方向の取付は不可
1 パイプ用サポー ト （80 mm （3.15 in））
2 水冷ジ ャ ケ ッ ト 用サポー ト （140 mm （5.51 in））
3 パイプ用サポー ト （102 mm （4.72 in））

4 ブラ ケ ッ ト

注意!

機器取付け時の注意事項
‣ 取付デバイ スは予想される あ らゆる動作条件で Gammapilot M の質量に耐え られる よ う に取 り

付ける必要があ り ます。
‣ 測定長が 1600 mm （63 in） 以上の場合は、 サポー ト を 2 個 （垂直） または 3 個 （水平） 使用

する必要があ り ます。
‣ 垂直マウ ン ト の場合、 お客様がブラ ケ ッ ト かサポー ト ユニ ッ ト を取付け、 使用する必要があ

り ます。安定性を確保するため、ハウジングが上向き と なる取付方法は例外的な場合 （スペー
ス不足等） にのみ使用し ます。

‣ ディ テク タチューブが損傷しないよ う にサポー ト 用ネジの最大 ト ルクは 6 Nm と なっています。
‣ デ ィ テ ク タチューブが損傷し ないよ う 、 サポー ト 用ボル ト の最大 ト ルクは 6 Nm （4.42 lbf ft）

と な り ます。

8.6.3 注文情報

詳細な注文情報については、 以下を参照し て く ださい。
• Endress+Hauser のウ ェブサイ ト の製品コ ンフ ィ グレータ ： www.endress.com Þ 国を選択 Þ 計器 Þ

機器を選択 Þ FMG60 用ア ク セサ リ に移動し ます。
• 弊社営業所も し く は販売代理店 ： www.endress.com/worldwide

8.7 密度測定 FHG61 用取付デバイス

詳細については、 スペシャル ド キ ュ メ ン ト  SD01221F を参照し て く ださい。

8.8 密度測定 FHG62 用測定部

図面と説明については、 SD00540F を参照し て く ださ い。

1 2

2

3

2 2

1

1 1

2

21

4 4 4 4

1

1

A B C

D

E

製品コンフィグレータ - 個々の製品設定用のツール

•設定データは毎日更新
•一部の機器では、 測定範囲や操作言語などの測定点専用のデータ を直接入力可能
•除外基準の自動検証
•オーダーコード の リ ス ト を PDF または Excel の出力形式で自動生成
•Endress+Hauser のオン ラ イ ンシ ョ ッ プから直接注文可能
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9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 システムエラー メ ッ セージ

9.1.1 エラー信号

調整中や運転中にエラーが発生する と下記の様な方法で表示されます｡
• 表示器付き操作モジュールではエラーシンボル、 エラーコード、 エラー詳細内容が表示されま

す。
• 予め設定 （" ｴﾗｰｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸｾｯﾃｲ "（*20）） された出力を し ます｡
– MAX、 110%、 22mA 出力
– MIN、 -10%、 3.6mA 出力
– HOLD （測定最終値をホール ド） 出力
– ユーザ固有の値

9.1.2 最新のエラー

最新のエラーは " ｼﾝﾀﾞﾝ "（*A） 機能グループの " ｾﾞﾝｶｲﾉｴﾗｰ "（*A1） 機能で表示されます。この表示
項目は " ｾﾞﾝｶｲﾉｴﾗｰﾉｼｮｳｷｮ "（*A2） 機能で消去でき ます。

9.1.3 エラーのタ イプ

エラーのタイプ シンボル 内容

ア ラーム （A）

連続

こ の出力信号は、" ｱﾗｰﾑｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ "（*20） 機能で設定可能な値を

前提と し ます。

• 最大 ： 110%、 22mA

• 最小 ： -10%、 3.8mA

• ホール ド ： 測定最終値をホール ド

• ユーザ固有の値

エラー メ ッ セージが表示されます。

危険 （W）

点滅

機器は測定を継続し ます。 エラー メ ッ セージが表示されます

（測定値と 交互に表示）。
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9.1.4 エラーコー ド

コード 説明（表示） 対策

A102 チェ ッ ク サムエラー 弊社サービ スにお問い合わせ く ださい。

W103 初期化中 初期化手順が完了する までお待ち く だ さい。

A106 ダウ ン ロード中 ダウ ン ロード が完了する までお待ち く ださい。

A110 チェ ッ ク サムエラー 弊社サービ スにお問い合わせ く ださい。

A111 電子部品が故障 機器のオフ / オンを行います。

エラーが解消されない場合 ：

弊社サービ スに問い合わせるか、 伝送器を交換し て く ださい。

A113 電子部品が故障 機器のオフ / オンを行います。

エラーが解消されない場合 ：

弊社サービ スに問い合わせるか、 伝送器を交換し て く ださい。

A114 電子部品が故障 機器のオフ / オンを行います。

エラーが解消されない場合 ：

弊社サービ スに問い合わせるか、 伝送器を交換し て く ださい。

A116 ダウ ン ロード ・ エラー ダウ ン ロード を繰 り 返し ます。

A121 電子部品が故障 機器のオフ / オンを行います。

エラーが解消されない場合 ：

弊社サービ スに問い合わせるか、 伝送器を交換し て く ださい。

W153 初期化中 初期化手順が完了する までお待ち く だ さい。

A160 チェ ッ ク サムエラー 弊社サービ スにお問い合わせ く ださい。

A165 電子部品が故障 • 機器のオフ / オンを行います。

エラーが解消されない場合 ： 弊社サービ スに問い合わせるか、

伝送器を交換し て く ださい。

• 「エラーメッセージ A165「電子部品が故障」および A635「現
在の日付が未定義」」 （→ 39 ページ） を参照し て く ださい。

A291 ス レーブエラー ス レーブ変換器の基本設定と 接続を確認し て く ださい。

A503 不正なセンサタ イプ 弊社サービ スにお問い合わせ く ださい。

W513 校正積分実行中 安定し たパルス レー ト に達する まで待ってから、 積分を終了

（" ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄﾍｲｷﾝﾁ "（*11）機能で "E" を押す） し て く だ さい。

W514 PT-100 校正 校正が完了する までお待ち く だ さい。

エラーが解消されない場合 ： 弊社サービ スにお問い合わせ く だ

さい。

A531 センサの電子部品が故障 機器のオフ / オンを行います。

エラーが解消されない場合 ： 弊社サービ スに問い合わせるか、

伝送器を交換し て く ださい。

A532 センサ電圧エラー 弊社サービ スにお問い合わせ く ださい。

A533 センサのソ フ ト ウ ェ アバージ ョ

ンが不正

弊社サービ スにお問い合わせ く ださい。

A535 センサ調整エラー 弊社サービ スにお問い合わせ く ださい。

W536 上限付近の高電圧 弊社サービ スにお問い合わせ く ださい。

A538 センサ通信エラー 弊社サービ スにお問い合わせ く ださい。

A602 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル

の信頼性が疑わしい

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルが単調かど う かを確認し ます。

必要に応じ てテーブルを調整し て く だ さい

（" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "（*4）機能グループ）。

A612 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル

が未定義

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを入力するか、 これを完成し て

く だ さい （" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "（*4）機能グループ）。

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルには終点 0% ＝ 1000cps （正規）

および 100% ＝ 0cps （正規） が含まれている必要があ り ます。

FieldCare を使用し て入力する場合 ：

適切なテーブルタ イプを選択し て く だ さい。 （ リ ニア ラ イゼー

シ ョ ンテーブル " ﾚﾍﾞﾙ " または " ﾉｳﾄﾞ "）

W621 シ ミ ュ レーシ ョ ンオン リ ニア ラ イゼーシ ョ ンをオフにし て く ださい

（" ｼｭﾂﾘｮｸ "（*6）機能グループ

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ "（*65）機能）。

W640 SIL ロ ッ ク機器 SIL ロ ッ ク が完了し ていません。

W642 I_back 校正が動作中 現在の リ ード バッ クパスの校正がア ク テ ィ ブです。
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A631 バッ ク グ ラ ウ ン ド校正未実行 バッ ク グ ラ ウ ン ド校正を実行し て く だ さい

（" ｺｳｾｲ "（*1）機能グループ）。

A632 満量 （スパン） / 測定対象あ り の

校正未実行

満量 （スパン） / 測定対象あ り の校正を実行し て く だ さい

（" ｺｳｾｲ "（*1）機能グループ）。

A633 空 （0%） / 測定対象な しの校正未

実行

空 （0%） / 測定対象な しの校正を実行し て く ださ い

（" ｺｳｾｲ "（*1）機能グループ）。

A634 密度校正未実行 • チェ ッ ク ： 最低 1 つの校正ポ イ ン ト が入力され、 ア ク テ ィ ブ

になっているか。

なっていない場合 ： 校正ポ イ ン ト を入力し、 ア ク テ ィ ブにし

て く だ さい。 （" ｺｳｾｲ "（*1）機能グループ）

• チェ ッ ク ： " ﾘﾌｧﾚﾝｽﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ " （*1F） は 232 よ り 大きいか。

大きい場合 ： 密度校正を再実行し て く だ さい （" ｺｳｾｲ "（*1）機

能グループ）。

A635 現在の日付が未定義 • 現在の日付を入力し ます

（" ｷﾎﾝｾｯﾃｲ "（*0）機能グループ

" ｷｮｳﾉﾋﾂﾞｹ "（*01）機能）。

• 「エラーメッセージ A165「電子部品が故障」および A635「現
在の日付が未定義」」 （→ 39 ページ） を参照し て く ださい。

A636 校正日の信頼性が疑わしい 校正日を確認し て、 再入力し ます

（" ｼｽﾃﾑﾊﾟﾗﾒｰﾀ "（*C）機能グループ

" ｺｳｾｲﾋﾞ "（*C7）機能）。

A637 動作モード が未定義 動作モード を入力し ます

（" ｷﾎﾝｾｯﾃｲ " （*0） 機能グループ

" ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ "（*04）機能）。

A638 測定モード が未定義 測定モード を入力し ます

(" ｷﾎﾝｾｯﾃｲ " （*0） 機能グループ

" ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ "（*05）機能）。

A639 温度補正が未完了 最低 2 つの " 温度 - 密度 " 値ペアを入力し ます （" ｵﾝﾄﾞﾎｾｲ "（*3）
機能グループ）。

W662 センサが高温 （危険） 水冷ジ ャ ケ ッ ト または断熱部品を取 り 付けます。

A663 センサ温度が高すぎ る

（ア ラーム）

水冷ジ ャ ケ ッ ト または断熱部品を取 り 付けます。

A664 温度測定エラー PT-100 センサが正し く 接続され、 機能し ている こ と を確認し ま

す。

W681 電流がレ ンジ範囲外

（3.8 ～ 20.5 mA）

校正と リ ニア ラ イゼーシ ョ ンの設定を確認し ます。

A692 ガンマグ ラ フ ィ ー検知

（ア ラーム）

• 妨害照射が存在するかど う か、 あ るいは " ﾎｰﾙﾄﾞﾀｲﾑ "（*54）が

短すぎ るかど う かを確認し ます。

• 妨害照射が存在しない場合 ： ガンマグ ラ フ ィー感度を下げます

（" ｶﾞﾝﾏｸﾞﾗﾌｨｰ "（*5）機能グループ

" ｶﾝﾄﾞ "（*52）機能）。

W693 ガンマグ ラ フ ィ ー検知 （危険） ガンマグ ラ フ ィ ー測定が終了する まで待機し ます。

W695 測定カ ウ ン ターオーバーフ ロー 現地の線量が高すぎます （可能であれば、 め く ら フ ラ ンジで低

減する）。

コード 説明（表示） 対策
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9.2 考えられる校正エラー

エラー 考えられる原因と対策

容器が空の時パルス レー ト

が低すぎ る

• 線源がオフになっている。

線源容器で線源をオンにする。

• 照射角度の設置が適切でない

照射角度を直す。

• 容器内の付着物

容器を洗浄する。 または

再校正する （付着物が安定し ている場合）。

• 放射能の計算時に容器の取付具が考慮されなかった。

放射能を再計算し、 必要に応じ て線源を変更する。

• 放射能の計算時に容器内の圧力が考慮されなかった。

 放射能を再計算し、 必要に応じ て線源を変更する。

• 線源容器内に線源がない。

容器に線源カプセルを取 り 付ける。

• 線源が弱すぎ る。

よ り 高放射能の線源を使用する。

容器が空の時パルス レー ト

が高すぎ る

• 放射能が高すぎ る。

線源容器の前に鉄板を取 り 付ける などの方法で照射を減衰する。

または線源を交換する。

• 外部の線源 （ガンマグ ラ フ ィ ーなどによ る）

可能であれば遮断する。 外部線源な しで再度校正する。

容器が満量の時

パルス レー ト が高すぎ る

• 外部の線源 （ガンマグ ラ フ ィ ーなどによ る）

可能であれば遮断する。 外部線源な しで再度校正する。
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9.3 ソ フ ト ウ ェ ア履歴

日付 ソフトウェア
バージョン

ソフトウェア改造 関連資料

2004 年

9 月よ り

01.01.02 オ リ ジナルソ フ ト ウ ェ ア BA236F/00/en/08.04

52023878

BA287F/00/en/08.04

52023818

2005 年

11 月よ り

01.01.04 バグ修正

濃度モード修正

密度測定再校正を修正

2006 年

8 月よ り

01.01.06 バグ修正

パルス レー ト の上下限を修正

2007 年

4 月よ り

01.02.00

01.02.02

ソ フ ト ウ ェ アを拡張し、 "SIL ロ ッ ク " 機能を搭載 BA236F/00/en/03.07

71041168

BA287F/00/en/03.07

71041170

BA236F/00/en/06.07

71041168

BA287F/00/en/06.07

71041170

2008 年

8 月よ り

01.03.00 密度測定時に空パイプによ り エラー A165 が発生し

た後に自動再起動

（パルス レー ト  > 160000 c/s）

注記

SIL または WHG 認定を受けた機器では、ソフト
ウェアバージョン 01.02.02 が依然として有効です。

BA236F/00/en/09.08

71082936

BA287F/00/en/06.07

71041170

2009 年

2 月よ り

01.03.02 Gamma Modulator FHG65 用に新たにフ ィ ルタ リ ン

グ機能を実装

BA236F/00/en/03.09

71091966

BA287F/00/en/06.07

71041170

.2010 年

10 月よ り

01.03.06 極度の障害に対応する ために EMC 安定性を強化 BA236F/00/en/10.09

71104595

BA287F/00/en/06.07

71041170
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10 技術データ

10.1 その他の技術データ

技術データについては、 技術仕様書 TI00363F を参照し て く ださい。

10.2 関連資料

この補足文書は弊社の製品ページに記載されています。 www.jp.endress.com をご覧 く ださい
• 技術仕様書 （TI00363F）
• 取扱説明書 『Gammapilot M 機能説明書』 （BA00287F）
• 機能安全マニュ アル ：
– SD00230F （上限レベルス イ ッチの場合）
– SD00324F （下限レベルス イ ッチの場合）

10.2.1 レベルスイ ッ チ FHG60 用取付デバイス

詳細については、 スペシャル ド キ ュ メ ン ト  SD01202F を参照し て く ださい。

10.2.2 密度測定 FHG61 用取付デバイス

詳細については、 スペシャル ド キ ュ メ ン ト  SD01221F を参照し て く ださい。

10.2.3 密度測定 FHG62 用測定部

図面と説明については、 SD00540F を参照し て く ださ い。

10.2.4 認証と認定

安全マニュアル （SIL 2/3）

IEC 61508 に準拠し た SIL 2/3 については、 以下を参照し て く ださ い。
• SD00230F 「機能安全マニュアル」 （上限レベルス イ ッチの場合）
• SD00324F 「機能安全マニュ アル」 （下限レベルス イ ッチの場合）

防爆認定

入手可能な証明書は注文情報に記載されています。
関連の安全注意事項 （XA） と管理図面 （ZD） を遵守し て く ださい。
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証明書

全般

認定番号 ： NEPSI GYJ101145

認定番号 ： IECEx BKI 05.0001

オプシ ョ ンの割当てについては、 Endress+Hauser のウ ェブサイ ト の製品コ ンフ ィ グレータ
を参照し て く ださい （www.endress.com Þ 国を選択 Þ 計器 Þ 機器を選択 Þ  製品ページ機能 ：
この製品の設定）。

認定
仕様コード 
010

保護タイプ
電源配線 / 出力配線
仕様コード 030

出力
（通信）
仕様コード 040

認定番号

A 非危険場所 A 1, 2, 3 

F 非危険場所、 WHG A 1 

N CSA 一般仕様 A 1, 2, 3 

認定
仕様コード 
010

保護タイプ
電源配線 / 出力配線
仕様コード 030

出力
（通信）
仕様コード 040

認定番号

C Ex de [ia] IIC T6

C 1 XA00536F

C 2, 3 XA00537F

B 1 XA00536F

B 2, 3 XA00537F

D Ex d [ia] IIC T6

D 1 XA00536F

D 2, 3 XA00537F

E 1 XA00536F

E 2, 3 XA00537F

認定
仕様コード 
010

保護タイプ
電源配線 / 出力配線
仕様コード 030

出力
（通信）
仕様コード 040

認定番号

G Ex de [ia Ga] IIC T6 Gb

B 1 XA00449F

B 2, 3 XA00450F

C 1 XA00449F

C 2, 3 XA00451F

H Ex d [ia Ga] IIC T6 Gb

E 1 XA00449F

E 2, 3 XA00450F

D 1 XA00449F

D 2, 3 XA00451F
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認定番号 ： KEMA 04 ATEX 1153

認定
仕様コード 
010

保護タイプ
電源配線 / 出力配線
仕様コード 030

出力
（通信）
仕様コード 040

認定番号

1 II 2(1) G Ex de [ia Ga] IIC T6 Gb

B 1 XA00303F

B 2, 3 XA00332F

C 1 XA00303F

C 2, 3 XA00334F

2 II 2(1) G Ex de [ia Ga] IIC T6 Gb, WHG
B 1 XA00303F

C 1 XA00303F

3 II 2(1) G Ex d [ia Ga] IIC T6 Gb

E 1 XA00303F

E 2, 3 XA00332F

D 1 XA00303F

D 2, 3 XA00334F

4 II 2(1) G Ex d [ia Ga] IIC T6 Gb, WHG
E 1 XA00303F

D 1 XA00303F

5 II 2(1) D Ex tb [ia Da] IIIC T80 ℃ Db

F 1 XA00304F

F 2, 3 XA00335F

L 1 XA00304F

L 2, 3 XA00333F

6
II 2(1) G Ex de [ia Ga] IIC T6 Gb

II 2(1) D Ex tb [ia Da] IIIC T80 ℃ Db

J 1
XA00303F

XA00304F

J 2, 3
XA00332F

XA00333F

G 1
XA00303F

XA00304F

G 2, 3
XA00334F

XA00335F

7

II 2(1) Ex de [ia Ga] IIC T6 Gb, WHG

II 2(1) D Ex tb [ia Da] IIIC T80 ℃ Db, 

WHG

J 1
XA00303F

XA00304F

G 1
XA00303F

XA00304F

8
II 2(1) G Ex d [ia Ga] IIC T6 Gb

II 2(1) D Ex tb [ia Da] IIIC T80 ℃ Db

K 1
XA00303F

XA00304F

K 2, 3
XA00332F

XA00304F

H 1
XA00303F

XA00304F

H 2, 3 XA00334F

XA00335F

M

II 2(1) G Ex d [ia Ga] IIC T6 Gb, WHG

II 2(1) D Ex tb [ia Da] IIIC T80 ℃ Db, 

WHG

K 1 XA00303F

XA00304F

H 1 XA00303F

XA00304F
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認定番号 ： ID 3022785

認定番号 ： CSA 1653884

認定番号 ： TC17525, TC19557 (NaJ-Scintillator)

認定番号 ： TC17524, TC19556 (PVT-Scintillator)

CE マーク

計測システムは EC ガ イ ド ラ イ ンの法的要件に適合し ています。 Endress+Hauser は CE マーク を
貼付し、 必要と される試験合格を認証し ています。

GOST

GOST 認証が用意されています。

オーバーフ ロー

レベル限界値検知用 WHG

認定
仕様コード 
010

保護タイプ
電源配線 / 出力配線
仕様コード 030

出力
（通信）
仕様コード 040

認定番号

S

FM Cl. 1 Gp. A-D, Cl. II Gp. E-G, Cl. 

III, 

Cl. I Zone 1 Ex d [ia] IIC t6

D 1 XA01100F

D 2, 3 XA01108F

E 1 XA01102F

E 2, 3 XA01109F

認定
仕様コード 
010

保護タイプ
電源配線 / 出力配線
仕様コード 030

出力
（通信）
仕様コード 040

認定番号

P

CSA Cl. I Gp. A-D, Cl. II Gp. E-G, Cl. 

III, 

Cl. I Zone 1 Ex d [ia] IIC T6

D 1 XA01099F

D 2, 3 XA01110F

E 1 XA01101F

E 2, 3 XA01111F

認定
仕様コード 
010

保護タイプ
電源配線 / 出力配線
仕様コード 030

出力
（通信）
仕様コード 040

認定番号

K TIIS Ex d [ia] IIC T6 D 1 BA00236F

認定
仕様コード 
010

保護タイプ
電源配線 / 出力配線
仕様コード 030

出力
（通信）
仕様コード 040

認定番号

K TIIS Ex d [ia] IIC T6 D 1 BA00236F
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11 資料

11.1 レベル測定用操作メ ニュー

A0018143-JP

L2

*0

L20

*01

L50

L60

LA0

LC0

L21

*04

L40

L61

L92

LA1

*03

L41 L42

L62

L93

LA2

LC2

*02

L63

LA3

L68

L95

LA4

LC4

L4

L5

L6

L9

LA

LC

L51 L52 L53

L1 L10 L11

E

L12 L13 L14

L54

*05

L17

ESC

dd.mm.yy hh:mm

-1:

Language

 + sw-no..
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A0018149-JP
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11.2 レベル上下限検知用操作メ ニュー

A0018150-JP

S2

*0

S20

*01

S50

S60

SA0

SC0

S21

*04

S61

S92

SA1

*03

S62

S93

SA2

SC2

*02

S63

SA3

S68

S95

SA4

SC4

S5

S6

S9

SA

SC

S51 S52 S53

S1 S10 S11
E

S12 S13

S54

S23

S24 S25

S2C

*05

dd.mm.yy hh:mm

lock device
locked

unlock device

valid
not valid

Language

 + sw-No.
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A0018151-JP

S65

S96

S64

SA5

SC6

S66

S97

SA6

SC7

S67

S0B

S69

S15 S11

E

S16

S15 S11

E

S18

S19

S56S55

S27 S28 S29 S2AS26

valid

not valid

valid

not valid

valid

not valid

valid

not valid

validvalid

not validnot valid

dd:mm:yy hh:mm

S2B S2C
valid valid

not valid not valid

...
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11.3 密度測定および濃度測定用操作メ ニュー

A0018152-JP

*2

*0

*20

*01

*50

*60

*A0

*C0

*21

*04

*47

*61

*92

*A1

*03

*48 *49

*62

*93

*A2

*C2

*02

*63

*A3

*05

*68

*95

*A4

*C4

*4

*5

*6

*9

*A

*C

*51 *52 *53

*1 *10 *11
E

*12 *1A *15 *11
E

*54

*30 *31 *32 *33 *34*3

*45 *46

g/cm3
g/l
lb/gal
lb/ft3

Brix
Baume
API
Twad

%
% mass
%vol

sol/vol
g dm/l

dd.mm.yy hh:mm

1 É 10

Language

 + SW-No.
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A0018153-JP
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索引

記号
*01 - キ ョ ウ ノ ヒ ヅケ ..................................................... 40
*03 - ア イ ソ ト ープ ........................................................ 40
*04 - オペレーテ ィ ングモード ........................................ 41
*05 - ソ ク テ イモード ..................................................... 42
*06 - ミ ツ ド タ ン イ ........................................................ 43
*07 - サイ シ ョ ウ ミ ツ ド ................................................. 43
*08 - サイ ダ イ ミ ツ ド ..................................................... 43
*09 - ハイ カン コ ウ ケ イ タ ン イ ........................................ 43
*0A - ハイ カン コ ウ ケ イ ................................................. 44
*0B - シュ ツ リ ョ ク セキブン .......................................... 45
*10 - バッ ク グ ラ ウ ン ド コ ウセイ ............................... 49, 63
*11 - パルス レー ト ヘイ キンチ （上下限） ......................... 53
*11 - パルス レー ト ヘイ キンチ （バッ ク グ ラ ウ ン ド） ... 50, 64
*11 - パルス レー ト ヘイ キンチ （ ミ ツ ド） ......................... 66
*12 - バッ ク グ ラ ウ ン ド パルス レー ト  ......................... 50, 64
*13 - コ ウセイポイ ン ト （上下限） ................................... 51
*14 - マン リ ョ ウ ノ ア タ イ .............................................. 52
*15 - コ ウセイ ............................................................... 52
*15 - コ ウセイ （ ミ ツ ド） ................................................ 66
*16 - マン リ ョ ウ コ ウセイ .............................................. 53
*17 - カ ラ ノ ア タ イ ........................................................ 52
*18 - カ ラ コ ウセイ ........................................................ 53
*19 - ツギ ノ ポイ ン ト （上下限） ...................................... 54
*19 - ツギ ノ ポイ ン ト （ ミ ツ ド） ...................................... 68
*1A - コ ウセイポイ ン ト  ................................................. 65
*1B - ミ ツ ド コ ウセイ .................................................... 67
*1C - ミ ツ ド ノ ア タ イ .................................................... 67
*1D - コ ウセイポイ ン ト  ................................................. 67
*1E - キ ュ ウ シュ ウ ケ イ ス ウ ........................................... 68
*1F - リ フ ァ レ ン スパルス レー ト  .................................... 68
*20 - ア ラームジ ノ シュ ツ リ ョ ク .................................... 55
*21 - ア ラームジ ノ シュ ツ リ ョ ク .................................... 55

数字
022 - セキ ュ リ テ ィ ロ ッ ク .............................................. 57
023 - パス ワード ........................................................... 57
024 - Iout カ ク ニン ........................................................ 58
025 - シーケン ス ノ カ ク テ イ ........................................... 58
026 - バッ ク グ ラ ウ ン ド ノ カ ク テ イ ................................. 58
027 - コ ウセイ ノ カ ク テ イ .............................................. 59
028 - ア イ ソ ト ープ ノ カ ク テ イ ........................................ 59
029 - ダンピング ノ カ ク テ イ ........................................... 59
02A - ヒ ヅケ ノ カ ク テ イ ................................................. 59
02B - ナガサカ ク テ イ .................................................... 60
02C - パス ワード カ ク テ イ ............................................. 60
02D - パス ワード ........................................................... 60
1 ポイ ン ト 校正 .............................................................. 61
2 ポイ ン ト 校正 .............................................................. 61

C
CE マーク ..................................................................... 10
Commubox ..................................................................... 72

F
FHX40 ..................................................................... 27, 73
Fieldbus プラ グ コネ ク タ ................................................. 23

H
HART protocol ............................................................... 31

P
PML コネ ク タ ................................................................. 8

T
ToF Tool - FieldTool Package ............................................36

V
VU331 ............................................................................32

ア
ア ラーム ........................................................................77
安全注意事項 .................................................................. 4

ウ
受入 ..............................................................................11

エ
エラーコード .................................................................78
エラーのタ イプ ..............................................................77
エラー メ ッ セージ ...........................................................77

カ
カ スケード モード ...........................................................28
空校正 ...........................................................................47
関連資料 ......................................................................... 9

キ
キーボタ ンの割当て .......................................................33
危険 ..............................................................................77
危険場所 ......................................................................... 4
機能コード .....................................................................34
基本設定 ........................................................................40

ケ
検出器パイプ .................................................................. 8
現場デ ィ スプレ イ ...........................................................35

コ
交換 ..............................................................................70
校正エラー .....................................................................80
校正ポイ ン ト  ...................................................... 46, 47, 61

サ
サービ ス イ ン ターフ ェ イ ス ..............................................31
サービ ス イ ン ターフ ェ イ ス FXA291 .................................72
再校正 ...........................................................................62

シ
質量 ..............................................................................12
自動校正 .................................................................. 48, 62
修理 ..............................................................................70
手動校正 .................................................................. 48, 62
商標 ..............................................................................10
シンボル表示 .................................................................32

ス
水冷ジャ ケ ッ ト  ..............................................................17
寸法 ..............................................................................12
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セ
セキ ュ リ テ ィ ロ ッ ク .......................................................37
設置要領 ........................................................................12
洗浄 ..............................................................................70
セン タ リ ング ノ ブ ............................................................ 8

ソ
操作オプシ ョ ン ..............................................................31
測定対象あ り の校正 .......................................................47
測定対象な しの校正 .......................................................47
測定範囲マーク ............................................................... 8
測定部 ......................................................................76, 82
ソ フ ト ウ ェ ア履歴 ...........................................................81
ソ フ ト ウ ェ アセキ ュ リ テ ィ ロ ッ ク ....................................37

タ
端子室 ....................................................................... 8, 20
端子部ハウジング ............................................................ 8
端子割付け ....................................................................21

テ
デ ィ スプレ イの操作 ..................................................32, 35
適合宣言 ........................................................................10
電位平衡 ........................................................................24
電線管接続口 .................................................................20

ト
取付デバイ ス FHG60 ......................................................75

ノ
濃度測定 ............................................. 15, 16, 55, 56, 61, 69
納入範囲 ......................................................................... 9

ハ
ハード ウ ェ アセキ ュ リ テ ィ ロ ッ ク ....................................37
廃棄 ..............................................................................71
配線 ..............................................................................20
バッ ク グ ラ ウ ン ド校正 ...............................................46, 47
搬送 ..............................................................................11

フ
複数ポイ ン ト 校正 ...........................................................62

ヘ
返送 ..............................................................................71

ホ
保管 ..............................................................................11

マ
マウ ン ト カ ラー ............................................................... 8
満量 （スパン） 校正 .......................................................46

ミ
密度測定 ............................................. 15, 16, 55, 56, 61, 69
密度測定用取付デバイ ス ............................................76, 82

メ
銘板 ............................................................................8, 9
メ ニュー ...................................................................34, 86

リ
リ セ ッ ト  ........................................................................37
リ ニア ラ イゼーシ ョ ン ....................................................69

レ
冷却水接続口 ...................................................................8
レベル上下限コ ン タ ク タ ................................................ 54
レベルス イ ッチ .........................................................14, 46
連続レベル測定 .........................................................13, 46

ロ
ロ ッ ク解除パラ メ ータ .................................................... 37
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